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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　最強っていうのは退屈だ







「この、化物め……」




　深しん淵えんダンジョンの九十九階にて。

　満まん身しん創そう痍いの邪神アスタロスは、俺のことを見下ろしながらもそう言った。




「ハハッ……。化物ねえ……」




　思わず、乾いた笑みを零こぼしてしまう。

　邪神アスタロスは、史上最凶にして、災さい厄やくの『深部ダンジョン』に潜む、最上級のモンスターである。

　体内に埋め込まれた数千本の触手は、見るものを畏い怖ふさせる外見だった。

　まさか人類にとっての恐怖の象徴である邪神様に『化物』呼ばわりされる日が来るとは思ってもみなかった。




「答えろ。ここに来た目的はなんだ。何故ゆえ、我らの同どう胞ほうを手にかける!?」

「別に何も。特に理由はないが」




　悲しいな。

　もしかしたらアンタならば、俺の気持ちを分かってくれると思っていたんだがな……。

　圧倒的な力というのは時に底知れない孤独を生み出すものである。

　邪神と呼ばれ、人々から恐れられるアンタならば、『化物』と呼ばれ、遠ざけられる俺と分かり合えると思っていたのだけどな。




「くたばれ！　化物があああ！」




　満身創痍の邪神アスタロスは触手を伸ばして、最後の攻撃に移る。




「来世で会おうぜ。親友」




　たぶんこれが俺の人生の中で最後の戦いとなるだろう。

　俺は敵の攻撃を躱かわして、手にした魔剣で邪神の体を二つに引き裂いた。

　ジュクリッ。

　邪神の体には鋭い斬ざん線せんが走り、紫色の体液が噴き出した。




「グギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」




　断だん末まつ魔まの叫びを残した邪神アスタロスは、光の粒子になって空気の中に消えていく。





　転生の魔石　等級　ＳＳＳ



（使用者の肉体を別人として生まれ変わらせる魔石）




　代わりに現れたのは、長年に渡り俺が探し求めていたアイテムである。

　長かった。

　これで俺に首輪をつけて束そく縛ばくしていた連中たちから、ようやく解放されることになるのだな。

　こうして俺は遥はるか未来の世界に転生を遂とげるのだった。










１話　前世の記憶







　夢だ。夢を見ていた。

　俺の名前は相あい沢ざわ悠ゆう里り。

　こう見えて俺は、日本という国で生まれ育ったサラリーマンであった。

　そんな俺が異世界転生を遂げたのは、三十代の中頃の年齢だったと記憶している。




　一度目の人生。

　初めてのファンタジー世界で、魔法が使えることを知った時は、そりゃ、テンションが上がった。

　とにかく魔法が使えることが嬉しくって、たくさん魔法の修業をした。

　気付くと俺は周囲から、《魔帝》と呼ばれるようになっていた。




　二度目の人生。

　魔法の扱いを極きわめた俺は、今度は剣術を極めてみることにした。

　最強の剣士となった俺は、邪神と呼ばれるモンスターを討とう伐ばつできるまでに成長していた。

　気付くと俺は周囲から、《剣聖》と呼ばれるようになっていた。




　さて。

　こういうことを言うと俺の人生が充実しているようにも聞こえるかもしれないが、実のところは全まつたくそんなことはなかった。

　来る日も来る日も他人のために戦うばかりで、楽しいことなんて一つもなかった。

　挙あげ句くの果てには周囲からは『化物』呼ばわりされて、不遇な境遇を押し付けられてしまうし、本当に損ばかりの人生だったと思う。

　だから俺は、次の人生は一〇〇パーセント自分のためだけに生きてみようと決意していたのである。





　～～～～～～～～～～～～






　目が覚めた。

　ここは何処どこだろう。

　暗い。真っ暗だ。

　息苦しさを感じた俺は、目の前のガレキをどかして、光の差す方向に向かっていく。

　ふむ。

　どうやら俺の体は眠っている間に地面の中に埋まっていたらしい。

　ん？　そう言えば俺は誰だ？

　何のためにここで眠っていたんだろう？

　いまいち、思い出すことができない。

　手始めに俺は、近くにあった水たまりを覗のぞき込んで、自分の顔を確認してみる。




「……そうか。思い出した」




　どうやら《前世の記憶》の一部を取り戻すことができたようである。

　俺は戦いばかりの人生に疲れて、《転生の魔石》を使ったんだった。

　だが、他に目ぼしい情報は何も得ることができない。

　とりあえず、今、思い出せる情報はここまでのようだった。

　足りていない情報は、そのうち思い出せそうな気がする。

　さて。

　無事に転生したのは良いが、どうしたものだろう。

　まず、ここが何処なのかを明確にする必要がありそうだ。

　建物のようだが、人が住んでいるような痕跡が見当たらない。

　おそらく、昔は人の家だったが、廃墟となってしまっているのだろう。




「何者だ！　貴様！」




　声のした方に視線を移すと、そこにいたのは体長二メートル近い緑色のモンスターであった。





　ゴブリンロード　等級Ｂ






　なんだか強そうなモンスターである。

　勝てるのか？　俺が？

　いや、この状況は勝たなければ、即座にゲームオーバーだよな。

　なんとかしなければ、非常にまずい状況である。




「「「キキッー！」」」





　ゴブリンエリート　等級Ｄ




　ゴブリン　等級Ｅ






　ふむ。

　どうやら俺の敵は、先程の強そうなゴブリン一匹だけではないようだ。

　時間が経過するごとに俺の周りには、体長一メートルくらいの小型のゴブリンたちが集まってきていた。

　なるほど。

　どうやら俺が眠っていたこの廃墟は、ゴブリンたちの根城だったらしい。




「忌いま々いましい侵入者が！　我々の城に入ってくるとは良い度胸ではないか！」




　もちろん俺は悪気があって、忍び込んだわけではない。

　気が付くと、この家のガレキの下に埋まっていたのだ。

　だが、当然のように対話による解決が望める雰ふん囲い気きではなさそうだった。

　やはり戦いは避けて通れそうにない。

　問題はどうやって、目の前の敵を倒すかである。




「ふんっ。もしかして、我々と戦う気か？　そんな丸腰の状態で一体何ができる？」




　ふむ。武器か。

　またまた少し思い出した。

　どうやら前世の俺は《剣聖》と呼ばれて、様々な武器を駆使して戦っていたみたいである。

　おお。

　よくよく見ると、こんなところに良いものが落ちているじゃないか。

　俺は目の前に落ちていた木の棒を手に取ってみる。




【スキル：剣術（初級）を獲得しました】

【スキル：剣術（中級）を獲得しました】

【スキル：剣術（上級）を獲得しました】




　武器を手にしたことで、前世の記憶の一部が戻ったのだろうか？

　なんだか知らないうちに、色々なスキルを入手したようだ。




「かかれ！　お前たち！」




　ゴブリンロードが声を上げると、近くにいたゴブリンの一匹が飛び掛かってくる。




「ギョブッ!?」




　その瞬間、廃墟の中にカエルの潰れたような声が響き渡る。

　俺の手にした木の棒は、ゴブリンの喉のど元もとに突き刺さり、肉を抉えぐるようにして食い込んでいた。




「あれ……？」




　おかしいな。

　今、勝手に体が動いたような気がするぞ。

　事情はよく分からないが、体に染み込んだ『癖くせ』が自動的にゴブリンを迎撃したように思える。




「ギョッ!?」「フグッ!?」「ブワッ!?」




　続く第二陣についても同じだった。

　体の捌さばき。迫りくる敵の気配。武器の活いかし方。

　必要な戦闘知識は、全すべて前世の《剣聖》だった頃の記憶が教えてくれる。

　なんとなくだが、コツを摑つかんできた。

　この調子でいけば、この場を切り抜けることができるかもしれない。
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「な、何なんだ……。この男は……!?」




　まさか丸腰の男から、これほどの反撃を受けるとは思わなかったのだろう。

　指揮官であるゴブリンロードは、何が起きたのか分からずに啞あ然ぜんとしていた。




「クソッ！　一旦退却だ！　態勢を立て直すぞ！」




　このまま敵を逃がすわけにはいかない。

　前世の記憶がそう言っている。

　地の利が相手側にある以上、バラバラになって逃げられると不利を強しいられることになりそうだ。




「――逃がすか！」




　だから俺は逃げる敵将を目掛けて、大きく一歩、踏み出した。




「なっ！」




　思い出した。

　この技はたしか《剣聖》時代に俺が良く使っていたやつだ。

　名前はたしか《縮地》とか呼ばれていたような気がする。

　どんなに修業を積んでも、完全な集中状態を持続することは不可能である。

　一定の間隔で相手に生じる『意識の隙すき』を衝ついて、背後に移動するこの技は、前世の俺が重ちよう宝ほうしていた移動術だ。

　ゴブリンロードの背後を取った俺は、すかさず、木の枝に魔力を込めて、背部から心臓にかけての部分を貫くことにした。




「ガハッ……！」




　会心の一撃。

　意識の外から致命的なダメージを与えられたゴブリンロードは、そのまま地面に倒れ込むことになる。




「「「キキッー!?」」」




　リーダーが倒れた後は悲ひ惨さんであった。

　ゴブリンたちは我先にと蜘蛛くもの子を散らすように敗走を始めていく。

　だが、決して気を緩ゆるめてはいけない。

　こういう時に一匹でも逃がすと仲間を呼ばれて、後々に面倒な事態を招いたりするものなのだ。

　俺は逃げるゴブリンたちを背後から斬きり付けて、手当たり次第に討とう伐ばつを続けていく。




「ふう。まあ、こんなもんかな」




　結果、俺はこの廃墟の中で、短時間のうちに三十匹近いゴブリンを討伐することになっていた。

　一息を吐いたところで、俺は自分のステータスを確認してみる。




　アイザワ・ユーリ





　固有能力　魔帝の記憶　剣聖の記憶

　スキル　剣術（上級）







　魔帝の記憶　等級　ＳＳＳ



（魔法スキルの習得速度一〇〇倍）





　剣聖の記憶　等級　ＳＳＳ



（剣術スキルの習得速度一〇〇倍）




　なるほど。

　木の棒を握っただけで剣術（上級）のスキルを獲得できたのは、固有能力《剣聖の記憶》が関係していたのか。

　またまた少し思い出した。

　どうやら俺の前世は《剣聖》で、前々世では、魔法を極めた《魔帝》と呼ばれる存在だったらしい。

　ん。待てよ。

　もしかしたら《剣聖》と《魔帝》の二つの記憶を持っている俺は、この世界では凄すごく珍しい存在なんじゃないだろうか？

　辛からくもデビュー戦を切り抜けた俺は、そんなことを思うのだった。










２話　アナライズとテイミング







　それから。

　無事にゴブリンを討伐した俺は、廃墟の中に使えそうなアイテムがないか探索してみることにした。




「おっ……？　これは……？」




　最初に俺の視界に飛び込んできたのは、部屋の片隅に置かれていた一本の剣であった。

　うーん。

　それにしても、この剣、普通に使うことができるのだろうか？

　長い間、人間の手入れがされてなかったせいか刀身が錆さびでボロボロだ。

　頼りなさのレベルでいうと、前の戦いで使った《木の棒》と大して変わらない気がする。

　疑問に思った俺は、目の前の剣をマジマジと観察してみる。




【スキル：アナライズを獲得しました】




　んん？　なんだろう。

　アナライズって。

　疑問に思った俺は、そこでアナライズのスキルを発動してみる。





　アイアンソード　等級Ｄ



（鉄で作られた丈夫な剣）




　状態Ｇ

（使用は困難。修復も難しい状態）




　おおー。

　どうやらアナライズのスキルには、アイテムの価値や状態を調べることのできる効果が存在しているらしい。

　これは便利なスキルを手に入れたな。

　今後も重ちよう宝ほうすることになりそうだ。

　見たところ魔法スキルの一種みたいだし、前々世の頃の《魔帝の記憶》が役に立ったのだろう。





　干し肉　等級Ｆ　×　７



（動物の肉を使った保存食）





　銅の硬貨　等級Ｆ　×８



（微量な銅を含んだ安価な硬貨）




　それから。

　アナライズのスキルのテストも兼ねて、俺はゴブリンの巣そう窟くつから入手したアイテムを整理してみることにした。

　他に役に立ちそうなアイテムはこれくらいか。

　僅わずかとはいっても資金と食糧が手に入ったのは、幸さい先さきの良いスタートと呼べるのかもしれない。





　厄やく除よけのリング　等級Ｂ



（全すべての状態異常耐性を向上させる指輪）




　今回の戦利品の中で最も価値が高そうだったのは、この『厄除けのリング』であった。

　指輪の中にはマイナスの効果をもたらす『呪いのアイテム』も数多く存在しているらしいのだが、この指輪は装備しても特に問題なさそうだな。

　アナライズのスキルには今後も末永くお世話になりそうだ。





　～～～～～～～～～～～～






　そんなこんなで、ゴブリンの巣窟でアイテムをゲットした俺は、外に出てみることにした。




「うーん……。これは参ったな」




　周囲の景色を見渡した俺は呆ぼう然ぜんとしていた。

　どうやら俺が眠っていた廃墟は、とある『村の中』に建てられていたようである。

　だが、今となっては見る影もない。

　見渡す限り、木と草で一杯といった感じで、廃村となっているようであった。

　せめて他の街を目指す手がかりのようなものがあれば、良かったのだが……。

　今のところ、そういう気の利きいたものは一つも存在していないようだ。





　スライム　等級Ｆ






　おっと。

　そうこうしている間に次のモンスターが現れたみたいだ。

　突如として俺の前に現れたのは、青くてツヤツヤとした体を持ったモンスターであった。




「キュー！」




　スライムはこちらを見るなり、元気な鳴き声を上げてくる。

　どうする。

　このまま倒してしまうか？

　いや、やっぱり止めておこう。

　なんとなく、スライムには敵意がなさそうな感じがするし、無理に戦う必要もないだろう。

　せっかくだから色々と試してみることにするか。




「ええっと。たしか、この辺りに」




　そこで俺がポケットの中から取り出したのは、ゴブリンの家からくすねてきた干し肉だった。




「ほら。コイツを食うか？」

「キュー！」




　食料を発見したスライムは、俺の掌てのひらに飛びついてくる。

　ふむ。やはり最初から敵意はなかったようだな。

　スライムは俺から与えられた干し肉をモシャモシャと美味おいしそうに食べていた。

　その時、ステータス画面に新しいスキルが追加されていくのが分かった。




【スキル：テイミング（初級）を獲得しました】

【スキル：テイミング（中級）を獲得しました】

【スキル：テイミング（上級）を獲得しました】




　おおー。テイミング、そういうスキルもあるんだな。

　それにしても不思議な機能だな。このステータス画面って。

　当たり前のように目の前に出てきたが、自由に消したりすることもできるようである。

　試しにステータス画面の前に手を翳かざしてみる。

　だが、何も反応がない。普通に通り抜けてしまった。

　残念ながら、盾として使ったりはできないようだ。

　完全に情報を読み取る専用の機能だな。

　どうやらこのステータス画面では、入手したスキルの効果も確認することができるようだ。








[image: ]













　テイミング（上級）　等級Ｂ



（様々な魔物と心を通わすことのできるスキル）




　おおー。

　このテイミングというスキルには、魔物とコミュニケーションを取ることを可能にする効果があるようだ。

　俺がステータス画面について色々と調べていた時であった。




「キュー！」




　スライムが名な残ごり惜しそうな目でこちらを見ている。

　いや、正確に言うと、スライムに『目』はついていないのだが……。

　テイミングのスキルを入手したからか、モンスターの感情の変化に気付くことができるようになっていた。




「なんだ。お前、俺についてくるつもりなのか？」

「キュッ！」




　肯定、というつもりらしい。

　テイミングのスキルを使って、目の前のモンスターの心情を読み取ってみる。




「キュー！」




　なるほど。

　どうやらコイツは群れからはぐれた個体であり、他に行く当てがないようだ。

　俺に近づいてきたのも、単純に人間という生物に対する興味からであり、最初から戦うつもりはなかったのだとか。




「よし。分かった。今日からお前の名前はライムだ。俺のためにしっかりと働くんだぞ？」

「キュー！　キュー！」




　俺が与えた名前が気に入ったのかライムは、嬉しそうに俺の足元で頰ほお擦ずりをしていた。

　果たしてスライムが何かの役に立つのか？　という疑問はあるが、この世界で俺が初めて手に入れた貴重な仲間であることには違いない。

　さて。

　まずは俺以外の人間がいないか、調べにいく必要がありそうだな。

　こうしてスライムを仲間に引き入れた俺は、引き続き、周囲の探索を続けていくのだった。




　アイザワ・ユーリ

　固有能力　魔帝の記憶　剣聖の記憶

　スキル　剣術（上級）　テイミング（上級）　アナライズ










３話　夜の襲撃







　日が暮れて、夜になった。

　現在、俺が何をやっているのかというと、摩擦熱を利用した火ひ熾おこしである。

　前世の記憶を頼りに見み様よう見み真ま似ねで挑戦してみたのだが、これが酷ひどく難しかった。

　木の板の上に小さな木を押し付けて、ゴシゴシと押し付ける。

　途中に何度か『惜しい』と思うことはあったが、なかなか火が熾こるという段階には至らない。

　とにかく俺は根気良く、地道に作業を続けてみることにした。

　ボッ！

　おっ。今、一瞬、火の粉が見えたような気がするぞ。

　その後も同じような要領で、試し行こう錯さく誤ごを重ねながらも挑戦してみる。




「おおー」




　作戦成功だ。

　燃え上がった火はたちどころに周囲に置いた枯れ葉に移り、大きな火を作り出すことになった。




【スキル：火魔法（初級）を獲得しました】

【スキル：火魔法（中級）を獲得しました】

【スキル：火魔法（上級）を獲得しました】




　ステータス画面を確認すると、火属性魔法のスキルを一気に獲得していた。

　苦労した甲斐かいもあってか、一気に上級まで上げることができたみたいだ。




「キュー？」




　おつかいに行かせていたライムが、薪たきぎを持って帰ってきた。




「助かったよ。お前も食うか？　これ？」

「キュー！」




　せっかく火がついたので、ゴブリンの巣そう窟くつから拝借してきた干し肉を炙あぶって食べてみる。

　うん。うまい。

　ゴブリンたちの作った干し肉はお世せ辞じにも旨うまいものではなかったが、これなら食べられそうである。




「キュー！　キュー！」




　炙った干し肉がそんなに気に入ったのか、ライムは旨そうに干し肉を齧かじっていた。




「うわあああああああああ！　こ、こっちに来るなああああああ！」




　異変が起きたのは、のんびりと夕飯を食べていた時のことであった。

　その時、俺の視界に入ってきたのは、モンスターに追い掛け回されている一人の男の姿であった。

　すかさず俺は《アナライズ》のスキルを発動してみる。





　シャドウ　等級Ｆ



（魔法攻撃を弱点とするモンスター）





　パンチョ・パンサ




　性別　男

　種族　ライカン

　年齢　32






　なるほど。どうやらアナライズのスキルは人間にも発揮されるものらしい。

　さて。

　どうしたものだろうか。

　シャドウというモンスターは魔法攻撃が弱点らしい。

　ここはやはり俺が魔法を使って助けにいくべきだろうか？

　いや。待てよ。

　もしかしたら何かスキル取得の条件を満たしたくて逃げ回っている、という可能性も考えられるな。

　助けるつもりで、勝手にモンスターを倒してしまうと後から怒られることになるかもしれない。

　まずは男の人の意思を確認してみよう。




「なあ。もしかして助けが必要な感じなのか？」




　思い切って声をかけてみると、パンチョとかいう男はあからさまに動どう揺ようした素振りを見せていた。




「ア、アンタ、いつの間に!?」




　ああ。そうか。

　この人、そもそも俺の存在に気付いていなかったのか。

　前世で戦いに明け暮れていた時の影響なのだろう。

　どうやら俺は、無意識のうちに夜道で気配を殺す癖くせが身についていたらしい。




「み、見てわからないのかよ！　早く、助けてくれよおおお！」




　そうか。助けを求めているのか。

　どうして自分で倒さないのかという疑問は出てくるが、それはこちらとしても都合が良い。




「火炎連弾バーニングブレツト！」




　前世の記憶を頼りに呪文を唱える。

　そこで俺が使用したのは、先程、習得したばかりの火属性魔法であった。




　シュドオオオオオン！

　ドガガガガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアン！




　俺の掌てのひらから放たれた無数の火の玉は、シャドウたちに命中すると立て続けに大きな爆発を起こしていく。

　しまった。

　流石さすがにシャドウを相手にするには、少し魔法の威力が高すぎただろうか？

　俺が魔法を使うと、周辺の森は焼け野原になってしまったようである。




「なっ。なっ。なあああああ!?」




　ん？　これは一体どういうことだろうか。

　俺の魔法を見たパンチョは、その場で腰を抜かして、めちゃくちゃ驚いているようだった。




「ば、化物だあああ！　助けてくれえええ！」




　俺の顔を見て、逃げ出す冒険者。
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　まずいことになった！　せっかく人に出会うことができたのである。

　ここで貴重な情報源を逃すわけにはいかない。




「待ってくれよ。色々と聞きたいことがあるんだが」




　そこで俺が使用したのは、前の戦いでも使った《縮地》と呼ばれる移動方法である。

　相手に『移動している』ということすらも察知されずに動くことができるこの技術は、《剣聖》時代に俺が散々と鍛え上げていたものである。

　俺は足の裏に力を入れると一瞬で、パンチョの逃げ道を塞ふさぐようにして回り込んだ。




「なっ！　い、いつの間に!?」




　パンチョは方向を変えて、再び、暗い森の中に逃げていく。




「なあ」「あの」「もしもーし」




　だが、何度繰り返しても結果は同じである。

　進行方向を変更して逃げる度たび、俺が《縮地》を使って逃げ道を塞ぐものだから、男は精神的に参ってしまったようだ。




「ひいっ。わ、悪かった！　オレが悪かったから！　命だけは助けてくれよ！　なっ!?」




　もしかして俺の頼み方が悪かったのだろうか？

　俺が情報の提供を求めようとすると、男は益々と怯おびえた様子を見せるのであった。





　～～～～～～～～～～～～






　とにもかくにも、偶然にも通りがかりの冒険者を捕まえた俺は、焚たき火びの前で色々と話を聞くことにした。




「へえ。ということは、逃げたくて、逃げ回っていたわけじゃなかったんだな」

「当たり前だろ！　普通はそうさ！　他にどんな理由があるっていうんだ？」

「スキルの獲得条件を満たすため、とか」

「ああん？　アンタ、何を言っているんだ？　スキルっていうのは、そんな簡単に獲得できるもんじゃねーだろ。普通は何年も修業して、ようやく覚えられるもんさ」




　そうだったのか。

　やはり俺が簡単にスキルを習得できるのは、《前世の記憶》のおかげだったらしい。

　未だによく思い出すことができないのだが、前世の自分に感謝だな。




「……その様子だと本当に何も知らねえみたいだな。アンタ、一体何者だ？　オレはもう十年は冒険者をやっているが、アンタみてぇな強い魔法を使えるやつは初めて会ったぜ」




　そうか。知らなかった。

　この世界で、俺の魔法は強い部類に入るのか。

　どうにもこの世界の強さの基準が分からないな。




「ところで、どうして、こんな夜道をうろついていたんだ？」

「うぐっ。オ、オレだって、好きでこんなところにいるんじゃねーぞ！　ハメられたのさ！」




　悔くやしそうに唇を嚙かんだパンチョは、今に至るまでの過程について説明を始める。

　曰いわく。

　冒険者パンチョは、ザックという男に雇われたパーティーの荷物持ちだったらしい。

　パンチョとしてはそれなりに信頼関係を築いていたつもりだったらしいのだが、強敵に出会った瞬間、ザックの態度は急変。

　パーティーが生き延びるための『囮おとり役』として、その場に残されて、捨てられてしまったという。




「それでよ～。命からがら、逃げ回っている最中にこうして日が暮れちまったというわけさ」




　なるほど。

　パンチョの言葉から推測するに、ここから街までの距離は、そう離れているわけではなさそうだ。

　この男の案内があれば、明日の午前までには人のいる街にまで到着できそうだな。




「なあ。ところで、言いにくいんだが。その、強いモンスターっていうのは、アイツのことか？」




　先程から気になって仕方がないのは、俺たちを遥はるか上空から見下ろしながらも涎よだれを垂らしているモンスターであった。





　コカトリス　等級Ｂ






　そこにいたのは、体長三メートルを優に超えようかという巨大な鳥のモンスターであった。

　鳥の頭と蛇の尻尾しつぽを合わせもったコカトリスは、月明かりに照らされないよう雲の下を通りながら、俺たちの周囲をグルグルと旋回していた。




「アンタのことを狙っていたみたいだぞ？　さっきからずっと」

「ぎえっ！　ぎえええええええええええ！」




　大きく尻しり餅もちをついたパンチョは、口を開けたまま手足をガタガタと震わせていた。

　これは不味まずいことになった。

　そんなに分かりやすく驚いたら、せっかく俺が『気付かないふり』をしていたのがバレバレである。

　コカトリスとしては、俺たちが完全に寝静まった頃に襲ってくるつもりだったのだろうな。




「グギャアアアアアアアアアアス！」




　やはり来たか。

　コカトリスは巨体を落下させて、俺たちの方に向かってくる。

　さて。

　どうしたものかな。

　火属性魔法を使って撃退することも考えたが、これはあまり賢い選択肢しとはいえないような気がする。

　このスピードで向かってこられると、確実に当たる保証がない。

　万が一、外してしまったら、無駄に驚かせて標的を逃がしてしまうだけだろう。

　となると、残る選択肢はコイツしかないような気がする。





　アイアンソード　等級Ｄ



（駆け出しの冒険者が好んで使用する剣）




　俺はそこでゴブリンの根城から拝借してきた剣を抜く。

　刀身の錆さびが気になるボロボロの剣であったが、コイツがあれば何とかなるだろう。

　前世の記憶がそう言っている。




「おい！　アンタ！　そ、そんな鈍なまくらで何ができるっていうんだよ！　早く逃げようぜ！」




　警告してくれるのは有り難いが、別に逃げる必要性は今のところ感じていないんだよな。

　ターゲットは俺たちのことを完全に『格下』だと思って見下している。

　何の工く夫ふうもなく真っ直ぐに向かってきているのが良い証拠だろう。

　魔法と比べて、剣の素晴らしいところは、接近してくる相手に使用すれば、まず外すことがないという点である。




「そりゃっ！」




　だから俺はボロボロの剣に目一杯の魔力を込めた後、タイミングを合わせて、コカトリスの額に向かって振るってみることにした。




　ズガガガッ！

　ズガガガガガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアン！




　刹せつ那な、大地が震える。

　どうやら今の装備では、強きよう靭じんな頭ず蓋がい骨こつを持ったコカトリスの頭部を切断することはできなかったらしい。

　だが、十分なダメージを与えられたという手応えはある。

　切断することは無理でも、打撃による衝撃によって敵の頭部を破壊すれば、十分に致命傷を与えることが可能なのだ。




「グギャャャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアス！」




　俺の攻撃を受けたコカトリスは断だん末まつ魔まの悲鳴を上げながら、無数の木々を巻き込んで吹き飛んでいくことになった。

　目の前にヒラヒラとコカトリスの羽が舞う。

　やがて、地面に落下したコカトリスは、ピクリとも動かなくなった。




【スキル：付与魔法（初級）を獲得しました】

【スキル：付与魔法（中級）を獲得しました】

【スキル：付与魔法（上級）を獲得しました】




　おおー。

　やはり今回は剣で対応するのが正解だったみたいだな。

　魔力を込めた剣を全力で振るったからか、付与魔法（上級）のスキルを獲得することに成功していた。




「あ」




　思わず間の抜けた声を漏もらしてしまう。

　気付くと、アイアンソードの刀身が砕くだけて消失していた。

　残念。

　せっかく手に入れた剣だったのだけどな。

　もう一本くらいゴブリンの根城から拝借してくれば良かったかな。




「あれ？　そう言えば、あの人はどこにいったんだ？」




　どういうわけか消えていたのは、アイアンソードの刀身だけではなかった。

　さっきまで腰を抜かして怯おびえていたはずの男までもが、俺の前からいなくなっているようだった。




「ひええええええええ！　化物おおおお！　助けてくれ！　誰かああああああああああ！」




　耳を澄ませると、何処どこからか男の叫び声が聞こえてくるのだった。




　アイザワ・ユーリ

　固有能力　魔帝の記憶　剣聖の記憶

　スキル　剣術（上級）　火魔法（上級）　付与魔法（上級）　テイミング（上級）　アナライズ










４話　交易都市　リデイアル







　夜が明けて、朝になった。

　で、今現在、俺が何をやっているのかというと、仕留めたコカトリスの解体作業である。

　コカトリスの肉を火魔法によって炙あぶっておけば、当面の食糧になると考えたのだ。

　こういう時に剣があれば早かったのだが、生あい憎にくと昨日の攻撃でアイアンソードは大破している。

　だから俺は落ちていた鋭利な石を使って、コカトリスの解体作業に精を出していた。




【スキル：無属性魔法（初級）を獲得しました】




　ああ。そうそう。

　朝起きるのと同時にウィンドウ画面にこんな文字が表示されていた。

　俺、何もしていないんだけどな？

　もしかすると無属性魔法（初級）の取得条件は、新しい体で日常生活を送ることなのかもしれない。

　何も特別なことをしていないのに新しいスキルを習得してしまって、なんだか得をした気分である。




「ん？　なんだこれ？」





　火の魔石（大）　等級Ｂ



（火の力を秘めた大きい魔石）




　コカトリスを解体していると、中からピカピカと光る石を発見する。

　アナライズのスキルによると、割と高価なアイテムみたいだ。

　さて。

　問題はこの魔石をどう扱っていくかである。




「街に出れば、換金できるのかな……？」




　まず、一番有力な選択肢しとしては、街に出て換金するという手だ。

　この魔石を売れば、上手うまい飯も食えるし、割とまともそうな剣も手に入る気がする。前世の記憶がそう言っている。




「キュー！」




　ライムが物欲しそうな目でこちらを見ている。




「ん。お前、コイツが欲しいのか？」

「キュー！」




　まあ、街に出たところで、この魔石が高値で売れるという保証もないわけだしな。

　せっかくの機会だ。

　今回は試しにライムに魔石を与えてみるか。




「よし。食っても良いぞ」

「キュー」




　俺が許可を出すとライムが魔石に向かって勢い良く飛びついた。

　直後、少しだけ驚いたことが起こった。

　魔石を体内に取り込んだライムの体が徐々に大きくなっていったのである。

　ふむ。

　どうやらライムは魔石に溜められた魔力を吸収しているみたいだな。

　完全に魔石を取り込んだライムの体は、五メートル近くまでに成長することになった。




「えーっと。もしかして、それだけ？」

「ギュップ」




　下品なやつだ。

　ゲップで返事をされた。

　なんということだ。

　まさか貴重な魔石を食って、単に体積が増えるだけとは。

　しかも、このサイズでは俺の肩の上に乗らないし。

　連れて歩くことができないじゃないか。




「ギュー」




　すると、少し驚くことが起きた。

　巨大化したライムがコカトリスに密着をして、死し骸がいを溶かし始めたのである。

　ふむ。

　最初は食い意地をはっているだけなのかと思ったが、どうやらライムなりに考えがあるらしい。

　コカトリスの体を溶かし切ったその直後。

　ライムの体は音を立てながらも変形していく。




「へえ。モンスターの型を真ま似ねたのか」

「キュー」




　バサバサと翼を動かし始めたライムの体は、地面から離れて、宙に浮かび上がることになる。

　なるほど。

　どうやらライムは、飛行能力を身に着けたらしい。

　コカトリスの体を溶かしたのは、表面的な外見だけではなく、骨格、筋肉レベルまでコピーするためだったのか。




「え？　俺に乗れって言っているのか？」

「キュー！」




　頼もしい感じの返事をしたライムは、足を曲げて、俺に背中を向けてくれた。




「助かったよ。コイツで街まで楽に移動できるな」

「キュー！　キュー！」




　ライムがバサバサと翼をはためかせていると、少しずつ地面が遠のいていくのが分かった。

　吹き抜けていく風が気持ち良い。

　こうして俺は労せずして、近くの街に移動することに成功する。





　～～～～～～～～～～～～






　ライムの背中に乗って移動してから十数分後。




「おー。街が見えてきたな」




　大きな海に面したこの街は、様々な国を結ぶ貿易地点としての役割を果たしているらしい。

　ととっ。

　流石さすがにこの状態で街に降りるのは、色々とまずいよな。

　コカトリスの姿を見た街の人たちが、ビックリしてしまうかもしれない。




「ライム。元の姿に戻れるか？」
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「キュー！」




　元気良く返事をしたライムは元のスライムの姿に戻っていく。




「へえ。お前、そういうこともできるのか」

「キュー！」




　おそらく街の人を驚かせないため、ライムが気を遣ってくれたのだろう。

　ライムは自らの体を圧縮していき、体長五センチくらいのサイズにまで小さくなっていた。

　なるほど。

　巨大化したときはビックリしたが、体を圧縮できるなら便利だな。

　火の魔石（大）を与えた影響だろうか？

　俺の知らないところでライムは、様々な能力を身に着けたようである。




「キュー！」




　おいおい。

　こんな狭いスペースに入れるのかよ。

　小さくなったライムは、俺の腕を伝って移動して、上着の胸ポケットの中にスッポリと入ってきた。

　最初は少しビックリしたが、よくよく考えてみると良いアイデアなのかもしれない。

　これならば、街に入った時も必要以上に目立つことがないだろう。




【交易都市　リデイアル】




　街の入り口に向かってみると、目の前に大きな看板を発見する。

　お世せ辞じにも活気のある雰ふん囲い気きはなかったが、とにかく俺にとっては初めての街だ。

　自然と足取りが軽くなる。




「へい！　安いよ！　安いよ！　今なら冷たい水が一杯で、たったの三〇〇ギル！」




　少し歩くと何やら魅力的な言葉が聞こえてくる。

　ああ。

　そう言えば、昨日から水もまともに飲んでいなかったんだった。

　危ないところだった。

　あと一日、街に到着するのが遅かったら、喉のどがカラカラになって倒れているところだったかもしれない。




「すみません。水が欲しいんですけど」




　まず、最初に俺が立ち寄ったのは、年配の女性が営いとなんでいる水屋であった。

　女性の周りには、なみなみと水が入った大きなタルが置かれていた。




「はいはい！　コップのサイズが大、中、小と選べますが、どうしましょう!?」

「とりあえず、これで売れるだけ売ってくれませんか」




　そこで俺が取り出したのは、ゴブリンの巣から持ってきたコインだった。

　この世界の通貨の価値は分からないが、流石に水くらいならば、買うことができると思う。

　前世の記憶がそう言っている。




「…………」




　俺の考えすぎだろうか。

　テーブルの上に小銭を置いた途端、オバサンの目つきが途端に厳しくなったような気がした。




「はい。ソイツで出せるのは、これくらいだよ」




　何処どこから持ってきたのか、オバサンは小サイズのコップよりも更に一回り小さなコップをテーブルの上に置く。




「随ずい分ぶんと高いんですね」

「……その身なり、アンタ、よそものだね。見てごらん。そこの噴水」




　そう言ってオバサンが指さしたのは、モンスターの姿を模かたどった銅像であった。

　へえ。あのオブジェ、噴水だったのか。

　ということは噴水の周りの窪くぼみの部分は水路だったということか。

　完全に干ひ上あがっているので、今の今までイメージできなかった。




「このところ、リデイアルの街は日照り続きでね。水の値段が急きゆう騰とうしているのさ。まあ、おかげで水魔法を使える人間にとっては、絶好の稼かせぎ時なんだけどね」




　なるほど。

　よく分からないが、そういう事情があるなら水の値段が上がるのも仕方がないのかな。

　もしかすると街に活気がないように見えたのも、日照りが続いたせいなのだろうか。




「それじゃあ、頂きます」




　できればもう少し水分を補給しておきたかったのだが、仕方がない。

　ひとまず俺は、極小のコップに注がれた水を一気に飲み干すことにした。




【スキル：水魔法（初級）を獲得しました】

【スキル：水魔法（中級）を獲得しました】

【スキル：水魔法（上級）を獲得しました】




　おおー。

　これはラッキーだったな。

　水魔法の習得条件は、水を飲むこと、だったのか。

　おそらく固有能力《魔帝の記憶》のおかげで、魔法の習得条件が下がった結果なのだろう。




「どうだい。アンタ。それっぽっちの水じゃ、足りないだろう？」

「ええ。たしかにまだ物足りない感じですね」

「アンタ、珍しい服を着ているんだね。ソイツを譲ゆずってくれるっていうのなら、この大きなコップに水を注いでやろうじゃないの」




　なるほど。この人、俺の身ぐるみを剝はぎ取るつもりだったのか。

　たしかに俺は凄すごく喉が渇かわいている。

　だが、今の俺には水魔法があるわけだからな。

　これからの人生で単なる水を買うという経験は、最初で最後になる気がする。




「いえ。遠えん慮りよしておきます。たった今、水には不自由をしなくなったので」

「はあ……？　アンタ、一体何を言っているんだい？」




　そうだな。

　せっかく魔法を習得したんだから、試しに使ってみることにするか。

　俺は干上がった噴水の前に立つと、新しく習得した水魔法を使ってみる。




　シュウウウウウウウウウウ！

　ブシュウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウ！




　俺の掌てのひらから放たれた大量の水は、たちどころに干上がった水路の窪くぼみを満たしていく。

　おおー。

　このリデイアルっていう町は、元々はいたるところに水が流れる風ふ情ぜいのある街だったのだな。

　水が流れたことによって、心なしか街全体の雰囲気までもが活気づいたような気がする。




「おい！　水だ！　水があるぞ！」

「信じられねえ！　バケツだ！　今すぐにバケツを持ってこい！」




　異変に気付いた住人たちは、我先にと水を集めることに必死になっているようだった。




「なっ。なあああっ！　ア、アンタ何をやって……」

「ん？　何って。見ての通り、普通に魔法を使っただけですが。オバサンも使えるんですよね？　水魔法」

「あっ。あっ。あっ……」




　これは一体どういうことだろうか？

　せっかく多くの人たちが助かったのだから、ここは喜ぶべきところだと思うんだけどな。

　大量の水の入った在庫のタルを前にして、オバサンはガックリと膝を落とすのであった。





　～～～～～～～～～～～～






　さて。無事に喉のどを潤すことができたのは良かったのだが、ここにきて新しい問題が浮上していた。

　空腹だ。

　ゴブリンの根城から拝借した麻袋の中には、非常食の『コカトリスの炙あぶり肉』が入っているのだが、せっかく街に到着したのだ。

　何か旨うまいものを腹に入れておきたい。

　良い匂においにつられて、肉を焼いている最中の屋台に近づいてみる。




【レッサーオークの串焼き　一本五〇〇ギル】




　目の前の屋台にはそんな看板が立てられていた。

　一本五〇〇ギルか。

　この世界の貨か幣へい価値を完全に把は握あくしているわけではないのだが、少なくとも今の俺には到底払えそうもない額である。

　生きていくためにはカネが必要なのだ。

　それは今までの時代と変わらないようである。

　さて。

　今日から俺がすべきことが決まったな。

　まずは収入源、つまりは仕事を見つける必要がありそうだ。





　アレックス・ロドリゲス




　種族　ヒューマ

　性別　男

　年齢　33






「あのー。すいません。ちょっといいですか」




　そこで俺が声をかけたのは、筋肉質な体型をした職人っぽい風ふう貌ぼうの男であった。




「あん？　なんだい。兄ちゃん」

「この辺りで仕事のできる場所を探しているのですけど、何処どこか良いところはありませんか？」

「仕事。仕事ねえ……。紹介したいのは山々だが、生あい憎にくとこっちもそれどころじゃなくてなあ」




　アレックスはそう言うと隣の空き地に視線を移す。




「見てくれよ。あの落石。酷ひどいもんだろ？」




　男が指さした先にあったのは、直径三メートルを超えようかという巨大な岩石であった。

　どうやら近くにある、切り立った崖がけの上から落ちたようである。

　このリデイアルの街は、海と山に囲まれた特殊な地形をしているようだった。




「オレは大工の仕事をしていてよ。あの空き地に建物を作るつもりでいたんだが……。落石のせいで仕事が全まつたく進められそうにないんだよ。はあ。このままだと依頼人の貴族さんから何を言われるか……」




　なるほど。大体、事情は分かった。

　たしかに自分の仕事が覚おぼ束つかない状況では、他人に仕事を紹介するような気分にはなれないだろう。




「分かりました。つまりはあの岩をどかせば、仕事を紹介してもらえるんですね？」

「ああ。もちろんそれは良いけどよ。兄ちゃん、そんなことができるのかよ!?」




　そこに関しては、試してみないとなんとも言い難い。

　剣か何かを持っていれば良かったのだが、前回のコカトリスとの戦いで壊してしまったわけだからな。

　仕方がないので、今回は丸腰の状態で挑戦してみることにする。




「付与魔法発動。《耐久力低下》」




　まず、最初に俺が使用したのは、先日獲得したばかりの付与魔法であった。

　物体の性質を変化させることのできる付与魔法は、実に様々な使い方ができる優れものらしい。

　前世の記憶がそう言っている。




「なあ。兄ちゃん。岩の前で何をしているんだ？」




　不思議そうに尋ねる大工の男。

　ん？　もしかして、この人、付与魔法のことを知らないのだろうか。

　改めて尋ねられると、説明するのが難しいな。




「えーっと。これは岩をどかすための、まじないみたいなものです」

「ふーん。まじないねえ。兄ちゃんって見かけによらず信心深いタイプなんだなあ～！」

「…………」




　何か変な勘違いをされている気がするが、ここは気にしない方向で考えていくことにしよう。

　準備ができたので後は目の前の岩を破壊するだけである。

　前方確認。

　よし。周りに人はいないようだな。

　周囲の安全を確認した俺は、巨大な岩に向かってチョコンと指を弾いてみる。




　バシンッ！

　ズガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガッ！




　俺が指を弾いた次の瞬間。

　轟ごう音おんが天に響く。

　目の前の岩が粉々に砕くだけて、その破片が奥にそり立つ崖に向かって突き刺さっていく。




「なっ。なななっ……！　スゲーよ！　スゲーよ！　兄ちゃん！」




　素手で岩を打ち砕く光景が珍しかったのだろうか？

　大工の男は、喜びと驚きの入り混じった表情を浮かべていた。




「い、一体どんな手品を使ったんだ？　あんなに大きかった岩が粉々じゃねーか！」




　もしかして付与魔法の存在は、この世界ではあまり一般的ではないのだろうか？

　付与魔法を使って耐久力を限界まで低下させれば、指を弾くだけでも十分に壊すことができるのだけどな。




「そ、そんなに強いならよ～！　兄ちゃん、冒険者になった方がいいぜ！　大工の仕事を紹介しようと思っていたが、そっちの方が絶対に良いに決まっている！」

「なるほど……。冒険者ですか」




　男に言われて、前世の記憶を少しだけ思い出した。

　冒険者とは、ギルドから斡あつ旋せんされたクエストをこなすことで報ほう酬しゆうを得る職業である。

　クエストの内容は、モンスターの討とう伐ばつから、迷子の子猫の探索まで幅広いが、往おう々おうにして命の危険を伴ともなうものが多い。

　この仕事の素晴らしいところは、誰にも縛しばられることなく、自分の好きなように働くことができる点である。

　なんとなく冒険者という職業は、今の俺にピッタリの仕事のような気がした。




「もしよかったらギルドの場所を案内してやろうか？」

「ありがとうございます。お願いします」




　ん？　俺の見間違いだろか？

　俺が頭を下げるとアレックスは露骨に眉まゆをひそめたような気がした。




「なあ。兄ちゃんよ。仮にも冒険者を目指すっていうなら、そういう敬語を使うのは、止めた方がいいぜ？」

「……何故ですか？」

「冒険者の仕事っていうのは、他人から舐なめられたら終わりだからよ！　普通は敬語を使わねーもんなのさ！　こそばゆいぜ！　まったく！」




　そういうものなのか。

　初対面の人間に対しては、敬語を使うのが普通と思っていたのだが、この時代においては色々と事情が違っているのかもしれない。

　前世がどんなに偉大であっても、今の俺は単なる無職の子供に過ぎない。

　ここは素直にアドバイスを聞き入れていくことにしよう。




「わかった。これからは普通に話すことにするよ」

「おうよ！　それでこそオレの見込んだ男よ！　ガハハハ！」




　高笑いをしたアレックスは豪快に天を仰あおぐ。

　なんだか愉快な人だな。このオッサン。




「へへっ。こう見えてオレも昔は、この辺りじゃ腕を鳴らした冒険者だったんだぜ？　そうだ！　よければオススメのクエスト教えておいてやるよ！」




　そういった事情であるならば、色々と教えてもらえるのは有り難い。

　今の俺には、カネだけではなく、情報に関しても不足しているわけだからな。

　こうしてアレックスに案内された俺は、そのまま冒険者ギルドを目指すことにした。




　アイザワ・ユーリ

　固有能力　魔帝の記憶　剣聖の記憶

　スキル　剣術（上級）　火魔法（上級）　水魔法（上級）　無属性魔法（初級）　付与魔法（上級）　テイミング（上級）　アナライズ










５話　冒険者試験







「おー。あった。あった。あそこに見えるのが冒険者ギルドだぜ！」




　で、元冒険者の男、アレックスに道案内を頼んでから二〇分後。

　この街の中心部に建てられた円形の建物が見えてくる。

　なるほど。

　この建物が冒険者ギルドか。

　思っていたよりも大きいんだな。

　大きな橋の向こう側に建てられた冒険者ギルドは、まだ昼間だというのに人の出入りが激しい感じだった。




「あばよ！　兄ちゃん！　兄ちゃんの幸運を祈っているぜ！」




　アレックスと別れて、建物の中に足を踏み入れる。

　中で俺を待ち受けていたのは、年齢も、種族も、それぞれバラバラの冒険者たちであった。




「なあ。おい。聞いたか！　例の、東の森の大爆発の件！」

「ああ。何でも噂うわさによるとドラゴンが出たっていう話だぜ！　おっかねーよなー」




　東の森というと俺が通ってきた道のことだろうか。

　はて。森の中にドラゴンの気配なんて、なかったはずだが。

　俺の聞き間違いだろうか。

　そんな感じで、雑多な人間が利用するギルドの中は、ガヤガヤとした若い熱気で満ち溢あふれていた。




「すまない。冒険者として働きたいのだが」




　適当に手の空いている受付嬢を探して、声をかけてみる。

　元冒険者の男に教えてもらった通り、敬語は控えておくことにした。





　ティファニ・グライス




　種族　ケットシー

　性別　女

　年齢　17






　受付嬢のティファニは、頭から猫耳を生やしたケットシーの女だった。




「新規登録は、こちらの窓口で受け付けております。失礼ですが、お客様の経歴を教えて頂けないでしょうか」

「経歴？　なんですか。それ」

「はい。実は最近、冒険者の新規登録の条件が厳しくなっておりまして。未経験の方を採用するのが難しくなっているのです。お客様のこれまでの活動実績を教えて頂ければなと」




　うーん。これは弱ったことになってしまった。

　強しいて言うなら前世で培つちかった《剣聖》と《魔帝》の記憶こそが俺の経歴なのだが、たぶん、そういうことを聞いているわけではなさそうだ。




「経歴がなくても、何か珍しいスキルをお持ちでしたら、特例で認められる場合もありますよ」

「いや。特にはそういうスキルはないと思います」




　なんと言っても俺は、この世界に転生してから二日しか生活していないわけだからな。

　強いて言うなら、付与魔法（上級）、アナライズといったスキルがこの中では、珍しい部類に入るのか。

　だが、流石さすがに一日で取得したものを『珍しいスキル』と言い張るのは、個人的には抵抗がある。




「そうですか……。うーん。そういうことでしたら、少し厳しいかもしれませんね」




　受付嬢のティファニは俺に向かって、やんわりと諦めてくれ、と訴えているようだった。

　聞いていた話と微妙に違うな。

　アレックス曰いわく。

　冒険者というのは、入れ替わりの激しい職業なので、本来であれば誰でも簡単に登録ができるらしいのだ。

　こんなに色々と条件を求められるとは思ってもいなかった。




「なんだね。何か揉もめ事かね？」





　ガレオ・フィガロス




　種族　ヒューマ

　性別　男

　年齢　41






　俺たちのやり取りを小耳に挟んでか、モッサリとヒゲを生やした男が現れる。




「はい。実を言いますと、新規のお客様がギルド登録をしたいと言ってきているのですが……。未経験で、スキルがないと仰おつしやっているのですよ」

「ハハッ。そんなもの、認められるはずがないだろう？　我がギルドの沽こ券けんに関わることになるからな」




　二人が何かヒソヒソと喋しやべっている。

　詳しい内容までは聞き取ることができなかったが、ネガティブな話をしているのだということだけは理解できた。




「仕方がない。ティファニ君、アレを持ってきてくれたまえ」

「ええ!?　アレですか!?」




　なんだろう。アレって。

　受付嬢の反応から推測するに、何かとんでもない代しろ物ものだということは確かなようだった。




「そうだ。アレを使えば、この男も自分の才能のなさを認めて、大人しく引き下がることになるだろう」

「わ、分かりました……」




　受付嬢のティファニは、気まずそうに奥の部屋に入っていく。

　暫しばらくしてから、ティファニが他の職員と一緒に持ってきたのは、台の上にのせられた大きなオブジェであった。




「ええと。お客様。こちらの装置はご存知ですか？」

「いや。全まつたく知らない」

「こちらの装置は通称『魔力メーター』と呼ばれる代物でして、お客様の潜在能力を数値化できる優れものとなっております」




　そうか。

　よく分からないが、この装置を使って高い数値を出すことができたら、冒険者としての登録を認めてくれるのかもしれないな。

　紹介された『魔力メーター』なる装置は、やたらと存在感があり、異様な雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。




「ザックリと基準を説明しておきますね。潜在値30を越えますと冒険者適性アリ、ということで次の試験に進むことができます。潜在値50で才能アリ、潜在値１００を越えていきますと天才と呼ばれるレベルとなっております」

「一応、聞いておくが……。このメーター、壊れたりしないよな？」




　なんとなくであるが俺がこの装置に触れるのは、まずい結果を招くような気がする。

　前世の記憶がそう言っている。




「アハハ。それなら大丈夫ですよ。このメーターは潜在魔力値９９９９まで測ることができる優れものですからね。万が一にも一〇〇パーセント、壊れる心配はありません」

「そうか。それなら安心だ」




　などという会話をしていると、俺の周りには無数のギャラリーが集まっているようであった。




「おい。見ろよ。あのルーキー」

「プププ。バカだな～。ルーキーがいきなり30も出せるはずないのにさ」




　周囲に集まった冒険者たちが何かを口々にしている。

　何が目的なのかは分からないが、俺の動向に注目している感じだった。




「それじゃ、始めるぞ」




　まあ、周りのことを気にしていても仕方がないか。

　ええと。たしか、この板の前で魔力を流せば良いんだよな。




「「「え……？」」」




　俺の思い過ごしだろうか。

　俺が板に魔力を流した瞬間、周囲が一斉に静まり返ったような気がした。




「す、凄すごいです！　どんどん上がっていきます。１００……２００……５００……」

「おいおい！　なんだよ！　これ！　メーターの故障じゃないのか!?」

「２０００……。３０００……。信じられない……。まだまだ止まる気配がありません……!?」




　上昇を続けるメーターは、加速度的に勢いを増していく。

　更にメーターが５０００を越えたあたりから、その勢いは明らかに一段とギアを上げることになる。




　ガコンッ！

　バリバリバリバリバリバリッ！




　やがて、上限値である９９９９の値を大幅に振り切った魔力メーターは音を立てながら粉々に砕くだけ散ることになってしまった。

　おおー。

　それにしても驚きである。

　なんとなく嫌な予感はしていたのだが、まさか本当に壊れることになるなんて。

　もしかしたら前の人生でも、似たような経験をしたことがあったのかもしれないな。




「すまない。やっぱり壊れてしまったみたいだ」

「アハハハ。アハハハハ……」




　目の前で魔力メーターを粉々に粉ふん砕さいされた受付嬢は、魂が抜けたように床の上に座り込んでしまう。




「な、なんなんだ……？　これは一体……？」




　ただ一人、この状況を受けても納得いかなそうな顔を浮かべていたのは、先程から何かと絡んでくるヒゲの男である。

　ヒゲの男は大破した魔力メーターを入念に調べて、不正の痕跡がないかを調べているようだった。




「なあ。ところで俺は冒険者になれるのか？」

「ふん。いいだろう。どうやらキミには試験を受ける資格があるようだね。ついてきたまえ。ちょうど今から本試験を始めようとしていたところなのだ」




　本試験、そういうのもあるのか。

　知らなかった。

　冒険者登録するのも一苦労なんだな。

　アレックスが冒険者登録として活動していたのは、十年以上も前のことなので、今とは色々と事情が違っているのかもしれない。

　そんなことを考えながらも俺は、ヒゲの男の後に続いてギルドの奥に進んでいくのだった。





　～～～～～～～～～～～～






　それから。

　ヒゲの男に案内されて訪れたのは、ギルドが保有すると思おぼしき空き地であった。

　なるほど。

　本当に今まさに『本試験』が始まる直前だったんだな。

　試験会場には既に、俺の他に六人の男女が集まっているようだった。




「準備が出来た人は、そこの広場に集まりなさい。時間が来たら、改めて開始の合図を送ることにしよう」




　そうか。あのヒゲの男がそのまま試験官を務めているのか。

　見たところあまり強そうに見えないが、大丈夫だろうか。

　いや、たとえ僅わずかであっても強つわ者ものとして慢心を引き起こすのはよくないな。

　前世の記憶がそう言っている。

　ここは念には念を入れて、細心の注意を払っていくことにしよう。




「あの、初めまして。もしかして試験を受けるの、初めてですか？」




　会場に到着するなり、一人の女の子に声をかけられる。





　フィル・アーネット




　種族　ヒューマ

　性別　女

　年齢　15






　外見年齢は俺とそう変わらないように見える。

　両サイドを縛しばったツインテールが印象的な女の子だった。

　この子、俺に話しかけてきているのか？

　念のため、周囲を見渡してみるが、彼女の視線の先には、俺以外の人間はいなかった。




「ああ。そういうことになるのかな」

「名前、聞いても良いですか？」

「ユーリだ」

「へえ。ユーリさん、ですか。変わった名前なんですね。私はフィル。気軽にフィルって呼んでください。今日はよろしくお願いします」




　知らなかった。
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　冒険者というと以前に会ったアレックスのような無骨な男ばかりをイメージしていたのだが、そういうわけでもないのだな。




「フィルは何度か、この試験を？」

「えへへ。そうなんです。実を言うと、私、今日で試験を受けるの、七回目なんですよね。いや、今日を含めると八回目だったかな……？」




　いきなり凄いことを言い始めたぞ。この子。




「どうして八回も？　フィルは試験マニアなのか？」

「ふふふ。ユーリさんって、面白いことを言うんですね」




　どんよりとした表情を浮かべるフィル。

　この様子だと、何か訳アリのようだな。




「そんなもの……。全部落ちているからに決まっているじゃないですか！」




　いや、別にふざけて言ったわけではないのだが。

　知らなかった。

　冒険者になるのが、そこまで難しいことだったなんて。

　やはりアレックスに聞いていた話とは色々と食い違いがあるようだ。




「ここだけの話にして下さいね。何でも試験官が替わってから、難易度が上がったみたいなんですよ」




　試験官に気付かれないように視線をやりながらフィルは言った。

　なるほど。

　ここでもあのヒゲの男が絡んでいるのか。




「ユーリさんも気を付けた方がいいですよ。あの試験官、すっごく評判悪いみたいですから」




　そう言えば魔力メーターとかいう妙な装置を使おうと提案してきたのも、ヒゲの男だったよな。

　フィルの言う通り、用心しておいた方が良いのかもしれない。




「時間になりました。それでは試験を始めます。みなさん。よく集まってくれましたね。私の名前はガレオ。今回の一次試験を担当するものです」




　受験生たちの前に立ち、注目を集めながらもヒゲの男が続ける。




「一次試験の課題は『剣術』となっております。ルールは簡単。剣を使って私に実力を認めさせたら合格。どうでしょう。シンプルで良いと思いませんか」




　なるほど。

　要するに合格できるかどうかは、完全に試験官の判断に委ゆだねられるというわけか。

　個人的にはあまり好きなルールではないのだが、ここは現場の人間の意見に従うことにしよう。




「まずは受験番号１番のものから。前へ」




　そうこうしているうちに試験が始まる。

　最初に試験を受けることになったのは、十代後半のヤンチャそうな外見をした男であった。




「よっしゃー！　いっくぜー！」




　これから冒険者を目指すだけあって、受験生たちの年齢は総じて若いようだ。

　集まった受験生は、十代から上でも二十代の前半の範囲にまで収まっていた。




「そりゃ！　どうだ！」




　試験官と受験生の剣が交わる。

　戦いの当初は、若い力のある受験生が押しているような展開に見えていた。




「ふふふ。一応、鍛えているようですね。ですが、まだまだです！」




　ヒゲの男の反撃。

　ヒゲの男は受験生の攻撃をヒラリと躱かわすと、隙すきを衝ついて大きく剣を振り下ろす。




「わわっと！」




　慌てて攻撃を受け止める受験生であったが、その衝撃が事のほか強かったらしく、明確に動きが鈍っているのが分かった。




「ふふふ。どうしたのです？　さっきまでの威勢は！」

「クッ……」




　どうやら受験生の男は厳しい戦いを強しいられているようだ。

　その後は大きく展開が変わることなく、受験生にとっての苦しい状況が続いていた。

　う～ん。

　果たしてこれが公平な試験と呼べるのだろうか。





　ショックソード　等級Ｂ



（インパクトの瞬間に衝撃を拡散する剣）





　ブロンズソード　等級Ｆ



（駆け出しの冒険者が好んで使用する剣）




　あの試験官が使用しているのはＢランクのショックソード。

　対して受験生が使用しているのはＦランクのブロンズソードである。

　俺の見る限り、二人の実力にはあまり差がないように見える。

　だが、装備の性能差もあってか、試験は一方的な展開になっていた。




「クソッ……。なんて重い攻撃なんだ！　力じゃとても敵かなわねえ！」




　いやいや。

　純粋な力比べだったら、そんなに違いはなかったはずだぞ。

　もしかしてこの状況に気付いているの、アナライズのスキルを持った俺だけなのだろうか。

　集まった受験生たちは、この異様な状況に対しても何も疑問を感じていないようであった。




「これで……終しまいだぁぁぁああああああああああ！」




　勢いづいた試験官は、そのまま受験生の剣に会心の一ひと太た刀ちを浴びせにかかる。




　バキッ！

　ボギボキボキッ！




　結果、ショックソードの一撃を食らった受験生の剣は、音を立てて破損してしまう。




「ううう……。畜ちく生しよう……！　オレの剣がぁ……！」

「ふふふ。まずは一人。不合格ですね」




　受験生を心底見下したかのような表情で、試験官はそう言った。

　う～ん。

　フィルが『評判が悪い』というのも頷うなずけるな。

　これでは試験、というよりも、まるで日頃のストレスの憂うさ晴らしをしているかのようである。




「さて。次は貴方あなたの番ですよ。黒毛の少年。こっちに入ってきなさい」




　ん。もしかして『黒毛の少年』っていうのは俺のことなのだろうか。

　念のため確認してみたが、周りに黒髪の人間は俺以外にいなかった。

　普通に考えたら次は受験番号２番のやつかと思っていたのだが、その辺りは試験官の気分で決まるらしい。




「あ」




　そう言えば剣を持ってくるのを忘れていたな。

　剣の購入資金に回せるかもしれないと思ったコカトリスの魔石は、ライムに食べさせたんだった。




「なあ。フィル。ところで、この試験って剣を忘れた場合、どうなるんだ？」

「えっ。えええっ……!?」




　ふむ。あまり前例のないケースだったのか。

　この感じだと剣がない場合は、問答無用で不合格になりそうだな。

　だが、幸いなことに剣なら、目の前に丁ちよう度どいいのが落ちている。

　今日はこの剣を使えないか交渉してみることにしよう。




「すまん。この剣、少し借りても良いか？」

「はっ。はぁ……！　別にいいけどよぉ。そんなもの、一体何に使うっていうんだよ!?」




　そこで俺が手に取ったのは、先程の戦いで刃の部分が折れてしまったブロンズソードであった。

　危ないところだった。

　この試験は受験生たちの『剣術』を見ることが目的らしいからな。

　流石さすがに剣がなかった場合は、試験が始まる前から失格となっても、文句は言えなかっただろう。




「ふふふ。貴方、随ずい分ぶんと貧乏臭くさい剣を使うのですねえ」




　俺が壊れた武器で挑戦することが、そんなに嬉しかったのだろうか。

　試験官は剣を舐なめずりしながら、上機嫌な笑みを零こぼす。




「いいですか。念のために断っておきますが、この試験の責任者は私です。万が一、不幸な事故によって人が死んでも、その場合――」

「ああ。そういう前置きは良いから。早く試験を始めよう」

「…………」




　俺の思い過ごしだろうか。

　正直に思ったことを口にすると試験官は、露骨に怒りの感情を強めていくようだった。




「ふふふ……。ふふ……。後こう悔かいするなよ！　このガキがあああああああああああああああああああああああああああ！」




　激げつ昂こうした試験官は、ショックソードを片手に正面から突っ込んでくる。




「なっ」




　だがしかし。

　次の瞬間、試験官の歩みがピタリと止まる。




「こ、これは一体――!?」




　いや、どちらかというとそれは俺の台詞せりふなんだけどな？

　俺に剣を向けられた試験官は、ものすごい汗を垂らしながら、ガタガタと手足を震わせているみたいだった。

　そういえば聞いたことがある。

　人間に限らず、自然界に存在する多くの生き物には『恐怖に晒さらされた際に、体が硬直して動かなくなる』という習性が存在しているらしい。

　何故ならば、捕食者に遭そう遇ぐうした際には、動かないでいる方が生き残れる可能性が高いからだ。

　どうして俺が今そんなことを思い出したのかというと、試験官の姿が唐とう突とつに何かに怯おびえているように見えたからである。




「どうかしたのか？　体調が優れないように見えるが？」




　明らかに様子が変だ。

　ダラダラと額から汗を垂らした試験官は、必死に悪お寒かんに耐えているような感じであった。




「ち、ちくしょおおお！　図に乗るなあああああああああああ！」




　ああ。やっぱり、この人、凄すごく体調が悪いみたいだな。

　でなければ、こんな隙すきだらけの状態で正面から突っ込んでくることはないだろうし。

　試験官を任せられるくらいだから、この人の本来の実力は、きっとこんなものではないはずだ。

　この状況はチャンスだな。

　俺は剣聖スキルの《縮地》を使って、相手の裏を取ることにした。




「なっ……！　消え……！」




　どんな手て練だれであっても、完全な集中状態を持続することは不可能である。

　一定の間隔で相手に生じる『意識の隙』を衝ついて、背後に移動するこの技は、前世の俺が重ちよう宝ほうしていた移動術だ。

　ステータス画面に表記されるわけではないので、スキルではなく、単なる《技術》に区分される技なんだけどな。




「……まだ続けるか？」




　折れた剣を相手の喉のど元もとに突きつけながらも、尋ねてみる。




「アガッ――。わ、悪かった。私の負けだ……！」




　プルプルと生まれたての小鹿のように手足を震わせながらも試験官は言った。

　良かった。

　無事に試験を通過できたみたいで。

　それにしても今回は色々とラッキーだったな。

　戦いの前に剣を拾えたこともそうだけど、まさか試験官がこのタイミングで体調不良を起こすなんて。




「うおおおおお！　よくやったぜ！　お前！」

「ああ！　最高にスカッとしたぜ！」




　たぶんだけど、この試験官は色々な受験生たちから恨みを買っていたんだろうな。

　試験官が負けを認めると、受験生たちの間には歓声が湧き上がるのだった。





　～～～～～～～～～～～～






　で、無事に剣術試験を突破した俺たちは、少しの休憩の後、二次試験を受けることにした。




「ユーリさん！　知らなかったです！　実はユーリさんって、凄い剣士だったんですね！」




　今現在、小さい体をピョコピョコと動かしながら話しかけてきたのは、前の試験で知り合ったフィルである。




「いや、そんなことはないぞ。俺なんてまだまだ。前世の記憶がそう言っている」

「え？　前世？　やっぱりユーリさんって変わったことを言うんですね……」




　実際、今の俺の力なんて前世の一番強かった時期に比べると十分の一にも満たないだろう。

　比較をしたことはないけれど、何故だろう、そんな確信が俺の中にはあった。




「その様子だとフィルも合格できたみたいだな」

「はい！　助かりましたよ！　ユーリさんのおかげで私たち全員、試験を通過できたんですから！」




　フィル曰いわく。

　一次試験の試験官を務めたヒゲの男は、体調不良という名目で、戦いの後、早々にフェードアウトすることになったらしい。

　試験が続けられないのは、試験官の落ち度ということで、今回は全員が自動合格という扱いになったのだとか。




「でも気を付けて下さい！　噂うわさによると、次の魔法試験は前のよりもっと合格率が低いみたいですから！」




　なるほど。

　剣術の次は魔法の実力を測るのか。

　前世が《剣聖》と《魔帝》だった俺にとっては、都合の良い試験かもしれない。

　などと考えたところで、俺は自分の考えを改めてみる。

　いや、どんな時も油断は禁物だな。

　少し、思い出した。

　どうやら前世の俺は、自分の強さに慢心してしまい、様々な失敗をしてきたみたいである。

　今回の人生では、同じ失敗を繰り返さないように慎重に立ち回っていくことにしよう。




「おい。そこの黒いの」





　マグニ・フィガロス




　種族　ヒューマ

　性別　男

　年齢　43






「一次試験では弟が世話になったみたいだな。だが、次はこうはいかんぞ！　絶対に恥はじをかかせてやるからな！」




　そこで俺たちの前に現れたのは、体重一二〇キロ近くはあろうかという巨漢の男であった。

　ふむ。この男、一次試験を担当したヒゲの男の兄なのか。

　酷ひどく不ふつ摂せつ生せいな体をしているのだな。

　相変わらず外見はあまり強そうには見えないが、見かけで判断をせず、気を引き締めていくことにしよう。




「クククク。それでは二次試験の内容を説明する！　ここから魔法を使用して、あそこに用意してある的まとを壊すことができれば合格。期限は今日の日没まで。どうだ。シンプルで良いだろう？」




　なんだ。

　思っていたより、随ずい分ぶんと簡単そうな試験みたいである。

　少なくとも一次試験の『認めさせれば合格』のような曖あい昧まいなルールでないだけ、もの凄く気が楽だ。




「噓だろ……！　的って、あんな遠くにあるじゃねえか!?」

「無理無理！　こんな試験、誰が合格できるっていうんだよ！」

「…………」




　ん？　これは一体どういうことだろう。

　どういうわけか受験生たちは、二十メートルほど離れた的を前にして慌てふためいているみたいだった。




「なあ。何故か皆、驚いているみたいだけど、楽すぎるっていうことだよな？」

「ち、違いますよ！　何を言っているんですか！　こんな試験、最初から誰も合格させる気がないに決まっていますよ!?」

「…………」




　冗談で言っているような感じではないな。

　そうか。だとしたら、あの的に使われている材質が特別に頑丈なものなのかもしれない。

　どれどれ。

　まずは他の受験生たちの様子を観察してみることにするか。




「火炎玉フアイアーボール！」




　それから魔法の試験が始まった。




「火炎弾フアイアーボール！」「風列刃ウインドエツジ！」「雹棘砲アイスニードル！」




　受験生たちは何度も繰り返して、的に命中させようと躍やつ起きになっているようだった。

　それぞれが得意な属性の初級魔法を使っているようだったが、何度やっても結果は同じだった。

　そもそもの魔法の威力が低すぎて、的に到達することができない受験生もいるみたいだった。




「クククク。どうした。黒毛頭！　お前は見ているだけか！」




　仕方がない。

　急せかされているようだし、俺も動くことにするか。

　それにしても、どうして他の人たちは初級魔法しか使っていないのだろう？

　他のもっと威力の高い魔法を使えば、簡単に的を壊すことができそうなんだけどな。

　ああ。

　もしかしたら俺が聞き逃しただけで、今回の試験は初級魔法しか使ってはいけないルールがあるのかもしれないな。




「火炎玉！」




　そういうわけで俺が使用した魔法は、他の受験生たちが使ったのと同じ火炎玉であった。

　おそらく、あの的は魔法攻撃に強い耐性を持った素材で作られているはずである。

　だが、期限の日没までには時間がありそうだからな。

　まずは小手調べに、威力を落とした火炎玉を試してみよう。




　ドガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアン！

　ズガガガガガガガガガガガガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアン！




　飛んでいった火炎玉は、的に着弾するなり、大爆発を巻き起こす。

　爆炎が引いて、周囲の視界が開けたものになってくると、地面にはポッカリと大きなクレーターができあがっていた。

　んん？

　このレベルの魔法で的が粉々になってしまうのか。

　どうやら別に魔法攻撃に耐性を持った素材で作られていたわけではなかったらしい。




「「「「なっ……！」」」」




　俺の思い過ごしだろうか、

　的を粉々にした途端、周囲が静まり返ってしまったような気がする。




「し、信じられん……。まさかこんなところで伝説の魔法、煉獄インフエルノの使い手が現れるとは……？」

「…………？」




　いやいや。俺が使った魔法はそんな大層なものじゃないからな。

　単なる火炎玉である。

　しかも、小手調べとして威力を落としておいたやつだ。

　この人、絶対に何か変な勘違いしているぞ……。




「なあ。これで良かったのか？」

「ひえっ」




　改めて尋ねてみると、試験官は鼻水を垂らしたまま、ガタガタと体を震わしていた。

　ん？　何か様子がおかしいな。

　この人も体調不良？

　もしかして兄弟で風か邪ぜでも引いていたのだろか。




「さ、先程は、無礼な真ま似ねを働き、申し訳ありませんでした！　だからどうか！　命だけは、命だけは助けてくだしゃいいいいいいいいいいい！」

「…………？」




　顔色を蒼白にした男は、勢い良く飛び上がったかと思うと地面にグリグリと頭を擦りつけるかのように土ど下げ座ざを始めていた。

　ん？　おかしいな。

　俺はただ、試験の合否を聞きたかっただけなのだが、どうしてこんなことになってしまったのだろうか。




「なあ。そんなことはどうでもいいからさ。俺が合格できたのか教えてくれよ」

「ひ、ひえ！　ご、合格でひゅ……。だから……どうか命だけは……」




　近づいて尋ねてみると、試験官の男は顔をグシャグシャと濡らしながらも懇こん願がんしているようであった。

　そうか。合格か。

　何はともあれ試験に合格できたみたいで何よりである。

　こうして俺は、この世界での初めての試験を無事に通過することに成功するのだった。





　～～～～～～～～～～～～






　それから。

　無事に試験を通過した俺は、冒険者ギルドの受付カウンターに戻っていた。




「合格おめでとうございます。こちらが当ギルド発行のライセンスカードになっております」

「おおー。これがライセンスカードか」




　受付嬢ティファニから渡されたのは、見たことのない素材で作られた表面がピカピカに磨みがかれた銅色のカードであった。

　ギルドライセンスには名前の他に『冒険者ランク』が表記されているようである。

　現在の俺は『Ｆランク』だが、今後の活躍によって徐々にランクを上げていくことが可能らしい。




「やりましたよー！　ユーリさーん！」




　時を同じくして一緒に試験を受けたフィルが俺の元に駆け付けてくる。

　フィルの手にも俺と同じライセンスカードが握られていた。




「ありがとうございます！　これも全部、ユーリさんのおかげです!!」




　合格できたことが、よほど嬉しかったのだろうか。

　感極まったフィルが俺の胸に飛び込んでくる。

　フィル曰いわく。

　俺が試験を突破した後、どういうわけか試験官たちは、大幅に試験の内容を見直すことにしたらしい。

　その結果、試験のハードルが易しくなり、最終的には、半数以上の受験者が合格することになったのだとか。




「あれ……。ユーリさんの胸、なんだか柔らかい？」




　俺の胸ポケットに頭をつけながらもフィルは言った。

　そりゃそうだ。

　今、フィルの頭が触れているのは、ポケットの中に入っているライムだからな。




「え……？　あれ……？」




　俺の胸に手を触れたフィルの表情は、途端に青ざめたものになっていく。




「も、もしかして、ユーリさんって実は、女の子だったんですか……？」

「…………」




　この子、絶対に変な勘違いをしているよな。

　仕方がない。

　このままフィルに妙な勘違いをされているのも面倒だ。

　別に秘密にする理由もないし、種明かしをしてしまった方が良いだろう。




「ライム、出てきて良いぞ」

「キュー！」




　俺が許可を出すと、胸ポケットの中に入っていたライムが飛び出してくる。

　五センチから五メートルくらいにまで自由にサイズを変更できるライムは、俺の胸ポケットに入った状態で行動を共にすることが多かった。




「コイツの名前はライムだ。色々あって一緒に旅をしている」

「キュー！」




　上着のポケットの中から飛び出してきたライムは、心なしか得意気な表情を浮かべているようだった。




「ええええええ!?　ユーリさんって剣術も魔法も超一流なのに！　その上モンスターまで使し役えきできるんですか!?」

「ああ。まあ、一応な」

「凄すごすぎです！　一体どうやって……」




　うーん。なんて説明をすればよいのだろう。

　俺が簡単にテイミングのスキルを身に着けることができたのは、おそらく前世の記憶を持っていたからである。

　だが、この世界では転生自体が珍しいことのようだし。

　説明をして納得してもらうのは難しいような気がする。

　ここは適当に答えをはぐらかしておくことにしようかな。




「ちっ。いけすかない男だな。たかだかスライムを一匹、使し役えきしたくらいで」

「まったくだ。あんな雑魚ざこモンスター。実戦では何の役にも立たないっていうのによ」




　俺の思い過ごしだろうか。

　フィルと喋しやべっていると、何やらギルドの中の男たちから視線が集まるのを感じた。




「クソッ――！　あの、フィルって子、新人なんだろ？　オレ、めちゃくちゃタイプだったのに――！」




　中には下心を全開にしてフィルのことを見ているものもいるようであった。




「ふん。どう思うよ。ザック。どうせあんなポッと出のルーキー、直ぐに消えていくと思わないか？」




　ん？　ザックとか言ったか。あの男。

　疑問に思った俺はそこで、アナライズのスキルを発動してみる。





　ザック・バルバイル




　種族　ヒューマ

　性別　男

　年齢　22






　ザック。ザックねえ。

　そう言えば何処どこかで聞いたことのある名前だな。

　……。

　…………。

　そうか。思い出した。

　もしかしたらあの男が前に会ったオッサン、パンチョを見捨てたっていう男か？

　俺の記憶が正しければザックという男に見捨てられて、森の中に置き去りにされたとか言っていたな。

　だが、今の段階では断定はできない。

　たまたま同じ名前という可能性もあるからな。

　そんなことを考えながらも俺は新しく入手したライセンスカードを受け取り、冒険者ギルドを後にするのだった。










６話　初心者クエスト







　次の日の朝。

　ギルド近くの安宿で一夜を過ごした俺は、部屋の中でのんびりと疲れを癒いやしていた。

　冒険者という職業はライセンスを担保にして、少額の資金を融資してもらえる制度が存在していた。

　危なかった。

　この制度を知っていたおかげで、昨夜は野宿を逃れたというわけである。

　色々と教えてくれた元冒険者の男に感謝だな。

　だが、あまり呑のん気きにはしていられない。

　借りた資金を滞納しすぎると、ライセンス剝はく奪だつなどのペナルティを受けるらしいので油断は禁物だ。

　さっそく今日からは働きに出ることにしよう。




「ユーリさ～ん！　起きていますか～！」




　扉の外から聞き覚えのある女の子の声が聞こえてくる。

　この格安の宿には、カギなんて気の利きいたものはない。

　昨日は運よく俺一人で泊まることができたが、本来は相部屋の仕様になっていた。

　ドカン！　と、大きな音が聞こえたかというと、元気良く撥はねるツインテールが見えてきた。




「なんだ。フィルか。どうしたんだ。こんな朝から」

「って、ユーリさんこそ！　何なんですかぁぁぁ！　その寝方！」




　両目が飛び出るくらいに開いて、フィルが驚いている。

　朝からテンションが高いやつだな。




「ああ。昨夜は寝苦しかったからな。ライムにベッド替わりになってもらうことにしたんだ」

「キュー！」




　どうやらライムには、体の温度を変化させる能力が備わっているらしい。

　程良く温かく、弾力のあるライムは控えめに言っても寝心地が最高だった。




「うわ～。うわ～。わ～」




　フィルが物欲しそうな目でこちらを見ている。

　まるで気になる玩具おもちやを発見した子供のようにキラキラと目を輝かせていた。




「ちなみに触っても？」

「ん？　ああ。別に構わないぞ」

「そりゃー。ウリウリ～！」




　ライムをイジり始めるフィル。

　次第にフィルのスキンシップはエスカレートしていき、ついにはライムの上にゴロゴロと寝転がることになった。




「うーん。ヒンヤリしていて気持ちいい～！」

「キュー？」




　フィルはスライムのベッドに夢中になっているようだ。

　このままでは埒らちが明かないので、本題を切り出してみる。




「で、俺になんの用だ？」

「あ！　そうだ！　ユーリさん！　私、ユーリさんに大切なことを伝え忘れていたんです！」




　そこでフィルは、冒険者ギルドのシステムについて説明をしてくれた。




「知っていましたか？　この街の冒険者ギルドには、『裏試験』というものがあるらしいんですよ……！」




　フィル曰いわく。

　試験に合格はしたものの、俺たちの立場はギルドからすると『見習い』の状態らしい。

　この『見習い』の状態で何かしら結果を残さないと、ライセンスを剝奪されてしまうケースがあるのだとか。




「というわけで、私たちのライセンスはまだまだ『仮免許』の状態なんです！　早く実績を上げないと取り上げられちゃう！」

「はあ。『仮免許』か。最近はそういう制度があるんだな」




　またまた、元冒険者のアレックスから聞いていた話と食い違いがある。

　やはり最近になって色々と冒険者登録のハードルが上がったみたいである。




「私はこれから仕事に行きますが、ユーリさんも一緒にどうですか？　実を言うと、私、とっておきの人気クエストを受けてきたんです！」

「そうか。それは楽しみだな」




　俺はまだ、この時代のことはおろか、自分のことすら満足に把は握あくができない状態なのだ。

　案内役としてフィルと一緒に行動することは、色々とメリットが大きそうである。




「っと。出かける前に一ついいか？」

「え？　なんですか？」




　フィルに断りを入れた俺は、部屋の窓を開ける。




「射撃・火炎玉スナイプ・フアイアボール」




　そこで使用したのは火魔法（中級）に位置する射撃・火炎玉である。

　通常の火炎玉と比べて、威力を落とした代わりに、弾速と射程距離を増したこの魔法は、遠距離から牽けん制せいする時に重ちよう宝ほうされるものであった。




　シュウウウウウウ。

　ドガガガアアアアアアアアアアアアアン！




　俺の放った火魔法は、一〇〇メートルほど先に生えていた木の枝に直撃して、小規模な爆発を引き起こす。

　結果、木の枝に登り、こちらを監視している男たちを落下させることに成功する。




「んなっ！　アイツ、あの位置から！」

「ウソだろ……!?　一〇〇メートルは離れているじゃねーか!?」




　あの男たち、朝からずっと俺のことを監視していたみたいだ。

　すかさず、俺はアナライズのスキルを発動する。





　遠望のレンズ　等級Ｄ



（遠くの景色を見ることのできるレンズ）




　なるほど。

　どうやら男たちは『遠望のレンズ』というアイテムを使用して、俺の様子を監視していたみたいだな。




「クソッ！　一旦撤てつ退たいだ！」




　予想外の反撃を受けた男たちは、蜘蛛くもの子を散らすようにして、その場を立ち去っていく。




「ええっ!?　ユーリさん！　今、魔法を使って……!?」

「何でもない。ちょっと木の上に虫が止まっていたものでな」




　フィルに質問を受けたので、適当にはぐらかしておく。

　ううーん。しかし、困ったな。

　生あい憎にくと俺の方には誰かに監視される理由に心当たりがない。

　もしかして誰かの恨みを買うようなことをしてしまったのだろうか？





　～～～～～～～～～～～～






　爽さわやかな風が吹き抜ける気持ちの良い朝、俺はそんなことを考えるのだった。

　それから。

　リデイアルの街を出て一時間ほど歩いた頃のことである。




「ユーリさ～ん！　こっちですよ～！　こっち～！」

「キュー！」




　俺とライムは、フィルに導かれるままに森の中に作られた獣けもの道みちを搔かき分けて進んでいく。





　森ウサギ　等級Ｆ




　森ネズミ　等級Ｆ






　どうやらこの森に生息しているモンスターたちは、非常に温厚な性格をしているようである。

　途中、何匹かモンスターに遭そう遇ぐうしたものの、俺たちの姿を目にするなり魔物たちは、茂みの奥に逃げ去っていく。




「ふふふ。ユーリさんはラッキーですよ！　薬草採取のクエストは大人気で、あっという間になくなっちゃうんですから！」




　フィル曰く。

　近所の薬屋が定期的に発注している『薬草採取クエスト』は、根強い人気があるらしい。

　冒険者にとっては、命の危険性が低い数少ない仕事なのだから当然か。

　事実、フィルはこのクエストを受注するため、朝の鐘が鳴る前から、ギルドの前に並んでいたらしい。




「なあ。フィル。こっちの道で良かったのか？」

「と、いいますと？」

「薬草なら、たぶん、向こうの東の森に行った方が早いんじゃないか」

「…………」




　気のせいだろうか。

　俺が尋ねると、フィルは露骨に白い目を向けているようだった。




「いいですか。ユーリさん。間違っても東の森に入ってはいけませんよ？」

「ん？　どうしてだ？」

「どうしたもこうしたも！　東の森に出てくるモンスターは、私たちＦランク冒険者では太た刀ち打うちできないんですよ！」




　そうだったのか。初耳である。

　俺が目覚めた時にいたのは、たしか東の森でも割と深い場所であった。

　今にして思えば、最初に遭遇したモンスターがＢランクのゴブリンロードとハードモードの状態だったな。

　生きて帰れたのはラッキーだったというわけか。




「あの森は言うなれば魔境です！　とっても強いモンスターがわんさか出ることで有名なんですから！」

「ああ。そう言えば、昨日行った時は、コカトリスが出たっけな」

「そうですよ！　世にも恐ろしい凶悪モンスター！　あの、伝説の最強モンスター、コカトリスが出るっていう噂うわさなんです！」




　言いかけたところでフィルは、何かに気づいたかのようにハッと我に返る。




「……あの。ユーリさん、今なんて言いましたか？」

「ああ。コカトリスなら昨日、俺が倒しておいたぞ」

「ふふふ。ユーリさんってば、面白い冗談を言うんですね。ダメですよ。いくら私でもそんな分かりやすいウソには引っかかりませんから」

「…………」




　生暖かい笑顔を浮かべてフィルが言った。

　うーん。本当にコカトリスを倒したんだけどなあ。

　この様子だと、全まつたく信じてくれていないみたいである。




「着きましたよ。この辺りが北の森の、薬草採取エリアになっているみたいです」




　そうこうしているうちに、目的の場所に到着していたみたいである。

　獣道を抜けた先にあったのは、北の森の中でも比較的、穏やかで見晴らしの良い場所であった。




「ほら！　見て下さい！　この通り、薬草が選より取どり見み取どりで……」




　言いかけたところでフィルは、周囲の異変に気付いたようだ。




「えええええ！　ない！　ない！　ウソッ!?　そんなはずは……」




　地面に膝をついたフィルは、人目を憚はばからずに大きく尻を突き出して、懸命に薬草を探し始める。




「そんな～！　一本も生えてないですよ～!?」




　いくら探したところで結果は同じだった。

　おそらくタイミングが悪かったのだろう。

　この形跡、少し前に誰かが根こそぎ薬草を取っていったみたいだな。




「おっと。新入り～。残念だったな～」





　ザック・バルバイル
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　男の声が聞こえたので振り返ると、そこにあったのは何処どこかで見覚えのある金髪の冒険者の姿だった。




「この辺にあった薬草なら、偶然オレたちが採取しちまったよ」

「クケケケ！　悪いな、新入り！　オレたちの仕事は早いもの勝ちっつーことよ！」




　ああ。思い出した。

　このザックとかいう金髪の男は、前に出会ったパンチョを見捨てて逃げたとかいうやつだったな。

　ザックとその仲間たちの両手には、大量の薬草が抱えられていた。




「知っているぜ～。お前たち、まだ『仮免許期間』なんだろう～？」




　こちらを挑発するかのようにザックは、黄ばんだ歯を零こぼす。




「なあ。そこの可愛かわいい嬢ちゃん。寛大なオレ様が薬草を恵んでやろうか？」

「え？　いいんですか？」

「ああ。いいぜ。ほら！　くれてやるよ！」




　上機嫌な笑みを浮かべたザックは、手にした薬草の一つを地面に落とす。

　だが、次の瞬間。

　ザックは自らの靴くつ底ぞこで、グリグリと足元の薬草を踏みつけた。




「ギャァァァ！　貴重な薬草がぁぁぁ!?」




　ショックを受けたフィルは、相変わらず騒がしい感じで驚いているようだった。

　それにしても不思議なことをする男である。

　残念だが、ここまでボロボロになってしまったら、ギルドにも買い取りを拒否されることになるだろうな。




「ヒャハハハ！　このままだとテメェら、マジで本登録できずに落第だな！」




　上機嫌に高笑いをしたザックは踵きびすを返して、俺たちの元から立ち去っていく。




「な、なんですか～！　あの人たち！　ものすっごく感じが悪かったですね！」

「ああ。言われてみれば、そうかもな」

「呑のん気きなことを言っている場合ですか！　あの人たちのせいで、私たち、本当に落第しちゃうかもしれないんですよ！」




　たしかに。フィルの言う通りだ。

　このままライセンスを剝はく奪だつされるのは、俺としても少し困ったことになってしまう。

　もしかしたら今朝、俺のことを監視していたのはアイツらの仲間だったのだろうか。

　ザックが俺たちのことを落第させる気で動いているのだとしたら、今回のことにも色々と辻つじ褄つまが合うことになる。




「何も問題はないぞ。つまりは薬草を取ってくれば良いのだろう？」




　幸いなことに俺には頼れる仲間がいるからな。

　あの男たちがどんなに妨害したところで、ライセンスを剝奪されるような事態にはならないだろう。




「頼んだぞ。ライム」

「キュー！」




　俺が指示を送るとライムの体は、空気を送り込んだかのように巨大化していく。

　もちろん俺はライムに巨大化の指示を送ったわけではない。

　直後、風船が割れたかのように弾けたライムの体は、細こま切ぎれになっていく。




「「「キュー！」」」




　最終的に現れたのは、総勢三〇匹を超えようかという小型のスライム軍団の姿であった。




「ええええっ！　ユーリさん……これは一体……!?」

「「「キュー！　キュー！」」」




　驚きのあまり尻しり餅もちをつくフィルの前を横切り、スライム軍団は薬草の採取作業に向かっていく。

　こういう採取仕事の場合は、とにかく数が多いことが大切だろう。

　コカトリスからドロップした魔石を与えたことにより、ライムは『分裂』の能力を身に着けていたのだった。




「す、凄すごい。薬草がこんなに沢たく山さん！」




　それから一時間後。

　ライムの健闘の甲斐かいもあって、俺の前には大量の薬草が積まれることになった。





　リネンの草　等級Ｆ



（回復ポーションを作成するために必要な植物）





　ロココの草　等級Ｆ



（解毒ポーションを作成するために必要な植物）




　どうやらこの辺りに群生する薬草は二種類で、『リネンの草』と『ロココの草』のようである。

　この薬草は分裂したライムでも十分に引っこ抜けるものだったので、集めていくのが簡単であった。




「ううう。私も頑張っているんですけど、これしか集まりませんでした……」




　フィルの手に握られていたのは、枯れかかった小さな薬草が一本だけであった。

　なるほど。

　スライム部隊が優秀なだけで、普通の人間が探しても、こんなものなのかもしれないな。

　必死になって薬草を探したせいか、フィルの服は、泥に塗まみれた上、ボロボロだった。

　さて。俺にとっての問題は、この大量の薬草をどうやって街まで運ぶかということだった。

　スライム軍団の力を借りても、何度かギルドまで往復する必要がありそうだ。




「沢山あるし、良かったら持っていくか？」

「え！　いいんですか!?」




　俺の提案を受けたフィルは期待に満ちた感じでキラキラと目を輝かせる。




「い、いいえ！　やっぱりでも！　受け取るわけにはいきません！」

「必要なかったか？」

「そりゃ、欲しいことは欲しいですけど。ユーリさんに助けられても、私の実力じゃないですし！」




　なるほど。フィルの意見にも一理あるな。

　考えてみれば俺の提案は、フィルの頑張りをバカにするものだったのかもしれない。




「そうか。ならせめて汚れくらいは取っておいてやろう」

「キュー」




　俺の合図を受けた五匹の小型ライムは連結をして、一メートルくらいの中型スライムに変身する。




「えっ……！　これって……！」




　フィルの体を巻き付くようにして覆おおったライムは、服の汚れを一気に吸い出していく。

　結果、フィルの着ていた服は、ものの数秒のうちにピカピカになった。




「す、凄いです！　これなら私、いくらでも頑張れちゃいそうです！」




　そうか。ライムに頼んで、服を清潔にするくらいなら安いものだ。

　フィルがヤル気になってくれたようで何よりである。




「ついでにマッサージもできるみたいだぞ？」

「キュー！」

「わわっ！　な、なんですか……。これは……!?」




　俺の指示を受けたスライム軍団は、次々とフィルの元に集まっていく。

　フィルの体に馬乗りになったライムたちは、手、足、肩、その他、体の隅々でマッサージをしていた。




「ふにぁ……。これは……凄いですね……！」




　ライムにマッサージされたフィルは、とても気持ち良さそうだ。

　極ごく上じようの快楽を味わうことになったフィルは、今にも眠りに落ちそうになっていた。




「って、ダメですよおおお！　こんなに気持ち良かったら、仕事にならないじゃないですかあああ！」




　起き上がったフィルは大きな声でツッコミを入れる。




「なんだ。ダメだったのか」

「ああ、でも。帰ったら、改めて、お願いします！　約束ですよ？　約束ですからねぇぇぇ！」




　知らなかった。

　能天気なようでいて意外とフィルは、意思の強いやつなのかもしれない。

　ギリギリのところでマッサージの誘惑に打ち勝ったフィルは、自分の分のクエストを続けていくのだった。
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　それから更に三〇分後。




「うーん。なかなか見つかりませんね」




　懸命に探索を続けるフィルであったが、思うように結果を出すことができないようであった。




【スキル：無属性魔法（中級）を獲得しました】




　おおー。なんとなく手持ち無ぶ沙さ汰たにボーっとしていると、新しいスキルを獲得できたみたいである。

　たしか前回の無属性魔法（初級）を手に入れた時は、朝起きた時のタイミングだったよな。

　やはり無属性魔法の獲得条件は、この世界での生活時間が絡んでいるみたいである。




（キュー！　キュー！）




　その時、何処どこからかライムの声が聞こえてきた。

　ふむ。この感じ、普通に届いているわけではないみたいだ。

　脳内に直接メッセージを語り掛けている感じである。

　どうやらテイミング（上級）のスキルでは、使し役えきしたモンスターと念話をすることが可能となっているらしい。




（ライム。どうかしたのか？）

（キュウウウウー!?）




　その時、俺の脳内には、ライムが見ているだろう景色の一部が投影されることになる。

　なるほど。

　視覚の一部が共有されているのか。

　テイミング（上級）のスキルは便利だな。

　単に魔物と意思疎そ通つうができるだけではなく、様々な機能が内包されているらしい。




（キュウウウウー!?）




　この感じ、何かに追われているのか？

　振り返ったライムの視線の先にいたのは、体重三十キロくらいの、狼型のモンスターであった。





　ウルフ　等級Ｅ






　敵の等級はＥ。

　普通に考えればライムの敵ではないのだろうが、今回は分裂して個々のパワーが三十分の一以下に落ちているからな。

　今のライムが相手にするには、しんどい相手なのかもしれない。




（よし。ライム。こっちに戻ってこい）

（キュー！）




　どうやらライムの分裂探索には、魔物を引き寄せる効果があるらしい。

　この効果は使い方次第では、メリットにも、デメリットにもなりそうだ。

　今後も同じ方法で探索する時は、この点に気を付けておくことにしよう。




「ユーリさん……。アレって！」




　遅れてフィルも敵の存在に気付いたみたいである。

　逃げるライムに誘われて、一匹のウルフが俺たちの前に現れる。




「なあ。フィル。あのモンスターは、お前が倒してみればいいんじゃないか？」

「……はい？」




　素直に思ったことを口にすると、フィルは頭の上に特大のクエスチョンマークを浮かべていた。




「む、無理ですよ！　ウルフの討とう伐ばつ難易度はＥ！　私たち、まだＦランクの駆け出しなんですよ！」

「だからだろ？　あのモンスターを倒せば、お前の実力が認められることになるんじゃないか？」

「…………ッ！」




　俺の指摘を受けたフィルは、ハッと何かに気づいたような表情を浮かべる。

　どうやらヤル気になったみたいだな。

　今日はフィルのおかげで沢山の薬草が手に入ったわけだし、俺の方からも何か返しておきたいと考えていたところだったのだ。

　俺が倒しても、大した収穫にはならなそうだからな。




「分かりました。私、やってみます！」




　覚悟を決めたフィルは、腰に差した武器を抜く。





　ショートソード　等級Ｅ



（刀身の短い扱いやすい剣）




　フィルの使っている武器は、体の小さな女性でも使いやすいように工く夫ふうが施ほどこされたショートソードだった。




「ガウッ！　ガウッ！」




　ウルフの攻撃。

　ウルフは大きく顎あごを開き、地面を蹴けってフィルに向かって飛び掛かる。




「ひっ！」




　フィルは逃げ腰の状態で、なんとかウルフの攻撃を回避する。

　戦闘に慣れていない人間にありがちな悪い癖くせだ。

　自分がどうすれば助かるかばかりを考えて、相手の動きが見えていない。




「フィル。敵から目を離すな。次に目を離したら殺されるぞ」

「…………っ！」




　気のせいだろうか。

　俺に『殺される』と指摘された途端、フィルの顔つきが変わったように感じた。




「たあ！」「えい！」「やあ！」




　そこから先は両者一歩も引かない攻防を繰り広げることになった。

　思っていた通りだ。

　俺の見た感じだとギルドにいた六人の受験生の中で、最も成長性がある気がしたのはフィルであった。

　このままいくと、もう少しでウルフを倒すことができるかもしれない。




「よーし。この一撃で！」

「グルルルルルル！」




　だがしかし。

　獣というのは手負いの状態が最も危険とされているのだ。

　追い詰められたウルフは、最後に残った渾こん身しんの力を振り絞しぼり、フィルに向かって飛び掛かる。




「わわっと！」




　間かん一いつ髪ぱつのところでウルフの反撃を回避するフィルであったが、植物の蔦つたに足を取られて、転びそうになってしまう。




「キュー！」




　フィルの危機を救ったのはライムだった。

　餅もちのように体を伸ばしたライムは、転びそうになったフィルの体を支えてサポートする。

　この出来事が勝負を決める決定打となった。




「たあぁぁぁ！」

「グルルルルルル！」




　フィルの放ったショートソードは、ターゲットの額に命中。

　ウルフの意識を奪い取ることに成功する。




「やった！　やりましたよー！　ユーリさん！」




　勝利の余よ韻いんを嚙かみ締めたフィルは、ポニーテールをピョンピョンと撥はねさせながらも喜んでいるようだった。




「いや。まだ戦いは終わっていないみたいだぞ」

「え……？」




　残念なことに俺たちには、勝利の余韻に浸っていられる時間はないようだ。





　ウルフ　等級Ｅ






　気付くと俺たちは、ウルフの群れに囲まれているようだった。

　敵の数は十匹くらいだろうか。

　どうやらフィルが戦っている最中、気配を押し殺しながらも俺たちを包囲していたようであった。

　妙だな。

　ウルフの討伐難易度はＥ。

　Ｅ等級の魔物がこれほどまでに高い知能を持っているとは考えにくい。

　もしもウルフが高い知能を持つ魔物だった場合、討伐難易度が更に上がっているはずだからな。

　となると、考えられる可能性は一つ。

　この森のどこかにウルフに知恵を貸しているリーダーとなる魔物がいるに違いない。




（ライム。頼んだぞ）

（（（キュー！）））




　俺が指示を送ると、分裂したライムたちは次々と見晴らしの良い高い木に登っていく。




「ガウッ！　ガウッ！」




　ウルフの攻撃。

　ウルフたちは、一糸乱れぬ統とう率そつの取れた動きで、襲い掛かってくる。




「ユーリさん！　危ない！」




　フィルからすれば、武器を持たない俺が魔物の集団に勝てるはずがないと考えていたのだろう。




「「「キャウンッ！」」」




　だがしかし。

　先に悲鳴を上げたのは、ウルフたちの方だった。




「これは……氷の剣!?」




　その通り。

　なんてことはない氷の塊かたまりではあるが、魔力を込めて強化をすれば、それなりの強度に引き上げることができるのだ。

　少なくとも、その辺に落ちていた木の枝なんかに比べたら上等なものだろう。

　水魔法（上級）のスキルを獲得した俺は、いつでも好きなタイミングで氷の剣を作り出すことができるようになっていた。




「ガウッ！　ガウッ！」




　ウルフの攻撃は止まらない。

　さて。数匹くらいなら、この氷の剣でも対応できなくないのだが、流石さすがに連戦ともなってくると厳しくなってくるな。




「付与魔法発動。《耐久性向上》。《斬撃強化》」




　そこで俺は付与魔法（上級）を使用して、氷の剣を強化してやる。




　スパッ！　シュパパパパッ！




　作戦成功。

　付与魔法によって斬撃性能を上げたことが功を奏した。




「「「キャウンッ！」」」




　俺は迫りくるウルフたちを返す刀で、二つに両断することに成功する。

　噴き出した血液が周囲の草木を赤く染め上げる。




「凄すごい……！　今の攻撃、まったく目で追えませんでした……！」




　氷の剣を使って戦うのが珍しかったのだろうか。

　俺の戦いを目にしたフィルは、驚いているようだった。




（キュー！）




　おっと。ライムからの合図だ。

　どうやらライムが敵のリーダーを発見してくれたらしい。





　シルバーウルフ　等級Ｃ






　ふうむ。コイツが群れのリーダーか。

　銀色の毛並みを持ったシルバーウルフは、体重一〇〇キロを超えようかという大型の狼モンスターであった。

　俺は迫りくるウルフたちを右手に持った氷の剣で薙なぎ払いながら、左手で魔法を使用する。




「射撃・火炎玉」




　使用したのは遠距離からの攻撃に優れた《射撃・火炎玉》である。

　木々の隙すき間まを縫ぬうようにして、飛んでいった火魔法は、シルバーウルフに向かって飛んでいく。




「ガルルルウ!?」




　森の奥からターゲットの声が響いた。

　うーん。残念なことにギリギリのところで外してしまったみたいだ。

　流石にこれだけ遮しや蔽へい物ぶつが多い場所で遠距離から仕留めようというのは、ムシの良すぎる発想だったらしい。




「それなら……！」




　どうやら俺の考え方が間違っていたようだ。

　遮蔽物が多いなら、遮蔽物ごと焼き払ってしまった方が手っ取り早いだろう。




（ライム。いったん退避してくれ）

（（（キュッ！）））




　俺は森の中に潜伏中のライムを巻き込まないよう、退避命令を下すことにした。




「ユーリさん……！　一体何を……!?」




　次に俺が使ったのは、火属性（上級）の中でも取り分け威力と攻撃範囲に優れた魔法であった。




「炎旋風フアイアーストーム！」




　俺が魔法を使用した次の瞬間。

　発生した炎の旋風が瞬く間に、目の前の遮蔽物を巻き込んでいく。

　これだけ攻撃範囲を広げてしまえば、細かい魔法の制御は必要ない。

　発生した炎の旋風は周囲の木々ともども、シルバーウルフの体を焼き払っていく。




「ガルルルウウウウウウウウウウウウウウウウ！」




　強烈な炎に身を包まれたシルバーウルフは、早々に体を地に伏せることになった。





　風の魔石（中）　等級Ｃ



（風の力を秘めた中くらいの魔石）




　やがて高温の炎によって身を焦がしたシルバーウルフは、Ｃランクの魔石アイテムをドロップする。




「あわわ……。あわわわわ……」




　俺の思い過ごしだろうか？

　俺が周囲の木々を焼き払うと尻しり餅もちをついたフィルは、あんぐりと口を開いたまま硬直しているようであった。




「ユーリさん……？　い、今のは一体なんですか？」

「ん？　何って火魔法を使っただけなのだが……。これくらい普通だろ？」

「全然、普通じゃありませんっ！」




　何故か、怒られているようであった。

　そうか。

　火魔法を使ってモンスターを倒すのは普通じゃないのか……。

　転生して間もないからか、いまいち、この世界の常識というものが分からないな。

　とにかくまあ、そんなわけで――。

　仲間たちの協力を得た俺は、無事に初めてのクエストを済ませることに成功するのだった。




　アイザワ・ユーリ

　固有能力　魔帝の記憶　剣聖の記憶

　スキル　剣術（上級）　火魔法（上級）　水魔法（上級）　無属性魔法（中級）　付与魔法（上級）　テイミング（上級）　アナライズ










７話　暗躍する影







　それから。

　クエストに成功した俺たちは、リデイアルの街に戻ることにした。




「じゃーん！　見てください！　これ！」





　無属性の魔石（極小）　等級Ｅ



（無属性の力を秘めた極小の魔石）




　そう言ってフィルが取り出したのは、倒したウルフから取り出した魔石だった。

　どうやらこの魔石というアイテムは、討とう伐ばつ証明としても利用することができるらしい。

　その他、様々な魔道具の動力源になっていることから、換金先には困らないのだとか。




「こ、この魔石は！　もしかしてウルフを倒したのですか！」




　小さな胸を張って、フィルは得意気な表情を浮かべる。

　噓だ。本当はピンチのところを、ライムに助けられたんだけどな。




「し、信じられません。初めてのクエストだと、森ネズミ一匹を倒すのも難しいとされているのに……！」

「ふふふ。私にかかれば、こんなものですよ！」




　俺の考えていることを見越してか、こちらを向いてフィルは、チロリと舌を出していた。

　ふむ。本人がキチンと自覚しているなら問題はないか。

　能天気に見えて、意外にコイツは意思の強いところがあるからな。




「おめでとうございます。フィルさん。これより貴女あなたを正式なＦランク冒険者として認めます。当ギルドの裏試験クリアーです」

「わーい。やったー！」




　おおー。Ｅランクの魔物を倒すだけで仮免許期間が終わるのか。

　正式に冒険者認定を受けたフィルは、両手を上げて喜びの感情を露あらわにしているようだった。




「次の方。ええと、お名前は……」

「ユーリだ」

「失礼しました。ユーリさんでしたね。本日はどのようなアイテムを持ち込みで？」

「いや、正確に言うと、ここに持ってきているわけじゃないんだが……」

「はい……？　それはどういう……？」




　こういうのは口で説明するよりも、実際に見せた方が早いだろう。




「ほら。この中にある」




　そこで俺が使用したのは、無属性魔法（中級）に位置する《異空間収縮魔法》である。

　ふう。どうやってアイテムを運ぶか色々と考えていたのだが、良いタイミングで便利な魔法を覚えられて良かったな。

　自由に異空間を創造できる《異空間収縮魔法》は、大量のアイテムを同時に保管することができるのである。





　リネンの草　等級Ｆ



（回復ポーションを作成するために必要な植物）





　ロココの草　等級Ｆ

（解毒ポーションを作成するために必要な植物）







　無属性の魔石（極小）　等級Ｅ



（無属性の力を秘めた極小の魔石）





　風の魔石（中）　等級Ｃ



（風の力を秘めた中くらいの魔石）




　俺が《異空間収縮魔法》を使用した瞬間。

　異空間に収縮していた大量のアイテムがボトボトと床の上に零こぼれ落ちる。




「えっ。えええええ!?」




　大量のアイテムを前にした受付嬢は、あんぐりと口を開けたまま動かなくなってしまった。




「おい！　なんだ！　なんだ！」

「属性付きだと!?　ま、まさかこれは……」




　騒ぎを聞きつけたギルド職員たちが駆け付けてくる。




「北の森の主。シルバーウルフを倒したというのか……!?」




　おおー。あの銀色の狼、そんなに有名なモンスターだったのか。

　たしかに北の森に生息したモンスターの中では、一番ランクが高そうな感じがしたが。




「なあ。これで俺も正式な冒険者になれるのか？」

「「…………」」




　んん？　これは一体どういうことだろう。

　俺が尋ねると、ギルド職員たちは互いに顔を見合わせながら、気まずそうに沈黙をしている。




「す、すまない！　直ぐに結論を出すから！　もう暫しばらくここで待ってはくれんか！」




　顔色を蒼白にしたギルド職員たちは、カウンターの奥の部屋に引っ込んでいく。

　ヤバい。

　もしかしたら俺、何かやらかしてしまったのだろうか？

　審議するギルド職員たちは、明らかに俺のことを不審の目で見ていたような気がする。




「お、お待たせしました。申し訳ございません」




　それから暫くすると、奥の部屋から妙にヘコヘコした態度のギルド職員たちが現れる。




「ユーリさん。貴方のことを特例でＢランクに昇格させようという話があるのですが、いかがいたしましょうか？」

「はあ……」




　職員の男たちが不思議なことを言い出した。

　なんだ。

　てっきり俺はライセンスを剝はく奪だつされるとでも思っていたのだが、この展開は流石さすがに予想外だった。




「いや。そういうのは別に求めていない。このままＦランクの冒険者にしておいてくれ」

「「えええええええぇぇぇ!?」」




　これは一体どういうことだろう。

　昇進の話を断ると、ギルド職員たちは更に驚いているようだった。

　別に変な話ではないと思うのだけどな。

　昇進すると確かに便利なこともあるが、いつの世も、権利と義務は抱き合わせて与えられるものなのである。

　曰いわく。

　ランクが上がるとギルドに強制的に呼び出されることが増えて、自由な時間を持てなくなるらしいのだ。




「ユーリさん！　本当に良かったんですか!?　昇進の話を断ってしまって!?」

「ああ。これからは同じＦランク冒険者として、よろしく頼む」




　今回の人生では、前二回の失敗を生かして、誰に縛しばられることなく自由に生きると決めていたわけだからな。

　余計な面倒事を背負うのは、お断りである。
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　それから。

　冒険者ギルドを後にした俺は、日が暮れた後のリデイアルの街を探索することにした。

　ああ。そうそう。

　ちなみに今日の討とう伐ばつクエストで入手した薬草と魔石は全すべて、売却をして換金してある。

　その額、合計で二十二万ギル。

　この世界の物価の基準は分からないが、昨日泊まった宿の料金が四〇〇〇ギルであることを考えると当面の間は、お金に困ることはなさそうである。

　それにしても腹が減ったな。

　思えば、この世界に転生してからというもの何も旨うまいものを食べていない。

　せっかくだから今日は少し贅ぜい沢たくをしてみようかな。




【冒険者酒場　セルバンテス】




　少し歩くと雰ふん囲い気きの良さそうな酒場が見えてくる。

　カラカラという鈴の音を立てて扉を開く。

　飲み歩くにしては、少し早い時間帯だったのだろうか。

　店の中には俺以外に客の姿はなく、閑かん散さんとした雰囲気であった。




「なっ。ななな……!?」





　パンチョ・パンサ




　性別　男

　種族　ライカン

　年齢　32






　店主の男が、俺の方を見て驚いている。

　ん？　このオッサン、どこか見たことがあるな。




「ど、どうしてアンタが！」




　ああ。そうか。今、思い出した。

　このオッサン、たしか以前に東の森で出会った冒険者だな。




「それは俺のセリフだと思うぞ。お前、冒険者だったんじゃないのか？」




　少し前まで冒険者をやっていた風にはとても思えない。

　黒色のタキシードスーツに身を包んだパンチョは、すっかり酒場のオーナーとしての雰囲気を身に纏まとっていた。




「ケッ……。オレはもう足を洗ったんだよ。これからは、料理人として第二の人生を歩むのさ」




　慣れた手つきで皿を洗いながらパンチョは続ける。

　それから。

　せっかくなので料理が完成するまでの間、パンチョが酒場で働くようになった理由を聞いてみることにした。




「ハンッ。笑ってくれよ。正直、あの事件からよ。死ぬのが怖くなっちまったのさ……」




　どこか遠くを見つめながらパンチョは語る。

　曰く。

　コカトリスに追われて、死の危険に晒さらされることになったパンチョは、冒険者の世界からスッパリと身を引く決意を固めたらしい。

　元々パンチョは、他の権力を持った冒険者の子分として『おこぼれ』をあずかることで生計を立ててきたらしい。

　一番の得意先であったザックに見捨てられた今、仕事に対する未練はなかったのだとか。




「なるほど。色々と大変だったのだな」




　それにしても昨日の今日で転職か。

　酒場の『雇われ店長』とは、そんなに簡単になれるものなのだろうか？

　もしかしたらパンチョはこう見えて、料理の才能があるのかもしれない。




「どうよ！　これがオレ様特製、スパゲティ・ネーロだぜ！」




　注文してから暫くすると、カウンターの上に料理が運ばれてくることになった。

　俺も知らなかったのだが、スパゲティ・ネーロとはイカ墨すみを使ったパスタのことらしい。

　豊かな海に面したリデイアルの街は、近くの海で水みず揚あげされた魚介類が特産品なのだとか。




「どうだい。味の方は？」

「ああ。凄すごく旨いぞ」




　素人しろうとが思いつきで作ったような品には思えない。

　新鮮な海の幸さちがふんだんに使用されたパスタは、端的に言って非常に美味であった。




「何処どこかで料理を習ってたんだ？」

「ふふふ。実はオレ様、パーティーの中では料理番として長かったからな。戦いはあまり得意じゃなかったからこそ、色々と研究をしていたってわけさ」




　なるほど。

　芸は身を助たすく、とはこういう状況を指すのだろうな。

　本人は戦いが得意ではなかったと語っているが、それ以外の面では色々と器用なやつだったのだろう。




「それより聞いているぜ。お前さん、冒険者登録をしたんだってな」

「ああ。つい最近な。どうしてお前が？」

「この店でも話題になっているぜ。魔力メーターをぶち壊したとか、試験官の男を半殺しにしたとか……」




　色々と誤解に満ちた噂うわさだった。

　魔力メーターは別に故意に壊したものではないし、試験官の男にだって指一本触れていない。




「だが、気を付けろよ。あまり調子に乗っていると、あの男、ザックに目を付けられることになるかもしれないぜ！」




　自分で作ったカクテルを呷あおりながらパンチョは続ける。




「……ここだけの話にしてくれよ。実を言うとザックは、この街の冒険者の数を減らすために色々と暗躍しているっていう話だぜ。アンタみたいな勢いのあるルーキーは何より煙たがっているはずさ」




　言われてみると、色々と心当たりがあるな。

　ここ最近の冒険者の登録試験が、再び異様に難しくなっているという話だった。

　もしかしたらザックが試験官たちを買収して、新規参入の冒険者の数を絞しぼるように働きかけているのか？

　そうだとしたら色々なことに辻つじ褄つまが合うような気がするな。




「どうしてそんなことするんだ？」

「オレたちの仕事は、増えすぎたモンスターを狩ることで成り立っているものだからな。冒険者の数が減れば、当然クエストの報ほう酬しゆうが吊り上がるっていうわけよ」




　どこかで聞いたことがある。

　冒険者の仕事というのは、命の危険性が少ない低ランクのものに人気が集中する傾向があるらしい。

　だからこそザックは、低ランクのクエストを受注する駆け出しの冒険者を疎うとましく思っているのかもしれないな。




「まったくタチが悪いよな。最近だと個人的に刺し客かくを雇って、ルーキー狩りなんてものも始めているらしいぜ。有望な芽は、若いうちに摘つんでおこうっていう考えらしい」




　クエストの報酬を吊り上げるためにそこまでするのか。

　冒険者っていうのも大変な職業なんだな。




「なあ。ところで、その刺客っていうのは、もしかして、さっきから俺たちを覗のぞいているやつのことか……？」




　先程から気になって仕方がないのは、裏口の窓から殺気を剝むき出しにして俺たちのことを睨にらんでいる男である。

　ドガンッ！

　突如として店の中に入ってきた謎の男は、覆面にブーメランパンツという奇抜な格好をしていた。




「ウケケ。オレ様……お前……殺す……！」




　大きな斧おのを手にした謎の男は、真っ直ぐと俺の方を睨んでいた。




「ひ、人ひと斬きりジョーカーじゃねえか！　どうしてこんなビッグネームがウチの店に!?」




　なるほど。

　どうやら有名な男らしい。

　たしかに、ここまで奇妙な格好をしていると色々な場所で悪目立ちしそうだな。




「オレ様……お前……メッタ刺し……！」




　意味深な言葉を呟つぶやいたジョーカーは、大きな斧を振りかざして襲い掛かってくる。

　最近、多いんだよな。こういうパターン。

　どこで恨みを買ったのかは分からないが、俺の周囲をコソコソと嗅かぎ回っている輩やからが多くて困っていたのである。

　ドガンッ！

　鈍い音が聞こえたかと思うと先程まで俺が座っていた椅い子すは、縦の方向に引き裂かれているようであった。




「ひっ！　ひいいいいいっ！　ど、どうか命だけはぁぁぁあああ……！」




　店の椅子を壊されたことが、そんなにショックだったのだろうか。

　跪ひざまずいたパンチョは、動どう揺ようして命いのち乞ごいを始めているようであった。

　なんだか前にも見たことがあるような気がするな。この光景。




「ヒャハハハハ！　どーだ！　オレ様のパワーは！」




　もしかしたら、この男、酔っぱらっているのだろうか？

　男の格好と行動は、酒が入っているとしか思えないほど奇妙なものであった。




「すまない。少しの間、コイツを借りるぞ」




　断りを入れた俺が手に取ったのは、店のカウンターの上に置かれていた酒さか瓶びんであった。




「ハッハー！　死ねえええええええええええ！」




　椅子を粉ふん砕さいして勢い付いたのだろうか。

　人斬りの男は、高笑いをしながら、巨大な斧を俺に向かって振り下ろす。

　しかし、敵の攻撃は大振りだった。

　ただでさえ動きが速くないのに巨大な斧を使っているのだから、ある意味では当然の結果だな。

　うん。やっぱりこの男は酔っぱらっているのだな。

　でなければ、男の動きがここまで遅いことに説明がつかない気がする。

　俺は敵の攻撃をヒラリと躱かわすと、剣聖スキル《縮地》を使用して、咄とつ嗟さに裏を取ることにした。




「なっ。消え――!?」




　敵がこちらの姿を見失っているうちがチャンスである。




「付与魔法発動。《衝撃拡散》」




　俺は付与魔法を使って手にした酒瓶を強化すると、ターゲットの頭に向かって、大きくそれを振り下ろす。




　シュオンッ！　バリバリバリバリッ！




　店の中に酒瓶が割れる音が鳴り響く。




「ゴボエッ……！」




　会心の一撃。

　脳天から痺しびれるような一撃を全身に拡散された男は、無ぶ様ざまに床の上を転がり回る。

　人斬りの男は、暫くピクピクと体を痙けい攣れんさせていたかと思うと、パタリと動かなくなり、完全に意識を失っているようであった。




「すまない。店を汚してしまったな……」




　いくら酔っ払いを静かにするためとはいっても、悪いことをしてしまったな。

　割ってしまった分の酒瓶は後で弁償することにしよう。




「アハハ……。アハハ……。ハハ……」




　店を汚されたことが、そんなにショックだったのだろうか。

　軽く酔っ払いを撃退すると、パンチョはコカトリスを倒した時と同じ、信じられないものを見るような視線を俺に送るのだった。
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　一方、時刻はユーリが刺客を撃退してから二時間ほど後のことである。

　ところ変わってここは、交易都市リデイアルの『親泣かせ通り』と呼ばれる場所である怪しげな雰ふん囲い気きの酒場と性風俗の店が立ち並ぶこの通りは、親不孝者の若者たちが集まる場所として、その名を知られていた。




「クソッ！　なんだっていうんだよ！　あのルーキー！」




　親泣かせ通りの裏路地で、一人の男の叫び声が響き渡る。

　男の名前はザック。

　リデイアルの街では、比較的キャリアの長いＣランク冒険者である。




「人斬りジョーカーまで失敗しただと!?　クソッ！　大金を継ぎ込んで雇ったってのに！　全部パーじゃねぇか！」




　ザックは憤ふん慨がいしていた。

　いつの世も美味おいしい仕事、狩場というものには数に限りがあるものなのだ。

　ザックは他の中堅冒険者と同盟を結んで、試験官たちを買収。

　新規参入の冒険者の数を絞しぼることにより、これまで不当な利益を得ることに成功していたのである。




「チクショウ！　どいつもこいつも！　舐なめ腐りやがって！」




　激げつ昂こうしたザックは、手にした酒瓶を地面に叩きつけて、近くにあったゴミ箱を蹴けり上げる。

　行き場のない怒りの感情に苛さいなまれたザックは、無気力に夜空を仰あおぐことになった。




「ククク。お困りのようですねえ。ザックさん」

「……何者だっ!?」




　突如として男の声。

　振り返るとそこにいたのは、不気味な仮面を身に着けた一人の男の姿であった。

　不穏な気配を感じ取ったザックは、咄嗟に懐ふところの中から短剣を抜く。




「まぁまぁ、武器は仕舞って下さいな。あくまで私は平和な取引をしにきたのですから」




　男の声こわ音ねには不思議と荒すさんだザックの心を落ち着かせるものがあった。




「まずはこれをご覧下さい。きっと貴方あなたも気に入ると思いますよ」




　そう言って仮面の男が懐から取り出したのは、薄い紫色をした半透明の水晶玉であった。




「いいですか。この水晶玉をジッと覗のぞき込んで下さい。きっと面白いものが見られますよ」

「こ、これは……!?」




　水晶玉を凝視したザックの表情はグニャリと歪いびつなものに変わり始める。

　そこに映っていたのは、今まさに恨みに恨んでいた男、ユーリの姿であった。

　この時のザックにとって知る由よしもないことであったが――。

　この水晶玉には、人間の『悪意のエネルギー』を増幅させて、洗脳状態に陥おちいらせる効果が存在したのである。

　水晶玉を目にしたザックの心には不意にドス黒い『何か』が込み上がっていく。




「知っていますよ。ザックさん。貴方、この男が憎いのですよね？」

「ああ。許せない……！」

「もっと……！　もっとです……！　内なる気持ちを解放して！　私の声に耳を傾けて下さい！」




　ザックの中に眠っていた『悪意のエネルギー』は、男の言葉によって増幅されて、やがてそれは外面にすらも影響を及ぼすようになっていく。




「ウグッ。ウギギギギギ！　殺す。殺す。殺す。殺すうううううううううううううううううううううううううううううううう」




　強制的に悪意を増幅されたザックの体は、人が変わったかのように筋肉が膨ふくれ上がっていく。

　弱い心に付け込んで、洗脳状態に陥おとしいれるのは、仮面の男の得意分野であった。

　この技術を買われたことによって男は、『組織』の一員として認められることになったのである。




「ふふふ。アイザワ・ユーリですか。試させてもらいますよ。あの男の真価を……」




　もしもユーリが見込んだ通りの存在であれば、面白いことが起きるに違いない。

　仮面の男は独り、闇の中で微笑ほほえむのだった。










８話　ゴーレム退治







　それから翌朝のこと。

　今現在、俺が何処どこに向かっているのかというと、リデイアルの街の武器屋である。

　長かった。

　ようやくまともな装備を買うことができるんだな。

　昨日の酒場で少しだけ散財をしたのだが、俺の手元には、昨日の討とう伐ばつクエストで獲得した資金が潤沢に残っている。

　まとまった資金が手に入った以上、装備をケチる理由はないだろう。




【武器屋　白ヒゲ商店】




　街の外れの山の麓ふもとにまで足を伸ばすと、そんな看板を掲かかげた店を発見する。

　ここか。

　パンチョの言っていたオススメの武器屋って。

　曰いわく。

　郊外に店を構えた『白ヒゲ商店』は、その道四〇年の店主が営いとなんでいる『知る人ぞ知る』名店なのだとか。

　冒険者として十年のキャリアを積んだパンチョがオススメするくらいなのだから、基本的には間違いのない店なのだろう。

　古めかしい木製の扉を開いて、店の中に足を踏み入れる。




「おい！　この店で買ったこの剣、どうしてくれるのだ！」

「うるせえ！　何も知らねえ小娘がオレの仕事にケチをつける気か！　ああん!?」





　リコ・グラネス




　性別　女

　種族　ヒューマ

　年齢　16







　ウーゴ・マントル




　性別　男

　種族　ドワーフ

　年齢　53






　んん？　これは一体どういうことだろうか。

　店の扉を開くなり、俺の視界に飛び込んできたのは、何やら取り込み中の光景であった。




「ふんっ！　こんな酷ひどい剣を作っておいて、よくもまあ、そんな大きな口が利きけたものだな！」




　そう言って女剣士がテーブルの上に叩きつけたのは、刀身が根本の方からポッキリと折れてしまった細剣であった。




「こちらは粗悪品を摑つかまされたんだ！　責任を取って、キチンと修復してもらうからな！」

「……オレの仕事は完かん璧ぺきだった。何度作っても同じことさ」




　何やら取り込み中のようだな。

　気になったのは、女剣士の方がドワーフの店主にクレームをつけているという点である。

　パンチョの話では、この店の主人はリデイアルの武器職人の中では最高の腕を持っている、っていう話だったのだけどな。

　疑問に思った俺は、そこで《アナライズ》のスキルを発動してみる。





　鋼鉄のレイピア　等級Ｄ







　状態Ｆ



（故障中。修復しないと使いものにならない）





　材質Ｆ



（非常に粗悪な素材によって作られている）





　品質Ａ



（非常に高い技術によって作られている）




　なるほど。

　こうしてスキルを使ってみると、この店が抱える問題の本質が浮き彫りになってきたな。

　さてさて。

　どうしたものか。

　新しい武器を買うだけなら別の店を当たった方が早い気がするが、聞いていた通り、店主の腕前は確かなようだ。

　この店の抱える問題を解決できるのならば、そちらの方が色々とメリットが大きいような気がした。




「いや。店主の腕には問題がないみたいだぞ」




　口論をしていた二人の言葉が止まり、視線が一斉に集まる。

　どうやら二人とも喧けん嘩かに夢中で、俺の存在に気付いていなかったらしい。




「ただ、使っている素材の質が致命的に悪いみたいだな」

「…………ッ！」




　俺の指摘を受けたドワーフの店主、ウーゴは口元を緩ゆるめているようだった。




「ほう……。兄ちゃん、少しは目め利ききができるみたいだな」




　顎あごに蓄たくわえた白ヒゲに触れながらウーゴは、ニヤリと笑みを浮かべる。

　いや、別に目利きができるわけじゃないんだけどな。

　前世の《剣聖》時代ならともかく、今の俺は剣のことを全まつたく知らない素人しろうとだ。

　全すべては前世の記憶とアナライズのスキルのおかげである。




「どういうことなのだ！　素材が悪いとは!?」

「ふんっ！　ワシの店だけではないぞ！　このリデイアルの街で、今、まともな剣を作ることなど、そもそも不可能な話なのだ！」




　それから。

　武器屋の店主、ウーゴはこの店が抱える問題を声高に語り始める。

　曰く。

　このリデイアルの街で売られている武器のほとんどが、北の鉱山から採取された鉱石を使用して作られたものだという。

　だがしかし。

　北の鉱山には凶悪なゴーレムたちが住み着いてからというもの状況は一変する。

　どの店も隣街から仕入れた、粗悪な鉱石しか入手できない状態が続いており、苦しい経営が続いているらしい。




「そうか。つまり俺がそのゴーレムを倒せばいいんだな？」




　思っていた以上に簡単な問題だった。

　そういった事情があるならば、ギルドにもゴーレムの討伐依頼が出されているはずだし、金かね稼かせぎ＆人助けができて一石二鳥である。




「に、兄ちゃん。そんなことができるのか!?」

「ああ。たぶん。できるような気がする」




　ゴーレムというモンスターが、どれくらいの脅きよう威いになるかは分からないが、今の俺でも問題なく戦うことができるだろう。

　前世の記憶がそう言っている。




「待ってくれ！」




　そのまま店を出ようとすると、女剣士に呼び止められる。




「貴公は冒険者なのだな。私の名前はリコ。先程、ゴーレムを倒せると豪語していたようだが……。念のため、ライセンスを見せてくれないか！」

「ああ。これで良いのか」




　リコに言われたので、ポケットの中に入っていたギルドライセンスを差し出してみる。




「なっ。なっ。なっ……」




　んん？　俺の思い過ごしだろうか。

　俺からライセンスを受け取ったリコは顔を蒼白にしたまま、ワナワナと手足を震わせているようだった。




「Ｆランクだと!?　バ、バカな真ま似ねは止めておけ……！　死にたいのか！」




　何故か、本気で怒られていた。

　誰かに怒られるのは随ずい分ぶんと久しぶりな気がする。




「そんなにダメなのか？」

「当たり前だ！　Ｆランクというと、採取クエストがメインの最底辺！　芋いも掘ほりランクと呼ばれているのだ！」
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　なるほど。

　たしかに俺のギルドライセンスはＦランクを示す『銅色』である。

　銅色のライセンスカードを持ち、採取クエストで土に塗まみれることからＦランクの冒険者は『芋掘り』と揶や揄ゆされているのだろうな。




「けど、どうしてリコが怒るんだ？　俺が死んだところでリコには何も関係がないだろう？」

「そ、それは……」




　俺が尋ねると、リコは返答に窮きゆうしているようだった。




「と、とにかく！　そういうことであれば、私も同行させてもらおう！　私のせいで死人が出ると気分が悪いからな！」




　何が『私のせい』になっているのかはよく分からないが、彼女の中ではそういうことになっているらしい。

　鉱山に行くと決めたのは他でもない俺の意思なんだけどな。




「言っておくが、断ったところで無駄だぞ！　無理やりにでもついていくからな！」




　何故か、そういうことになっていた。

　なるほど。

　このリコとかいう女、一度自分でこうと決めたことを曲げる感じではないらしい。

　つまりは強情なタイプである。

　こうして俺は成り行きにより、偶然に出会った女剣士と一緒に北の鉱山に行くことになるのだった。





　～～～～～～～～～～～～






　それから。

　北の森の獣けもの道みちを進んで暫しばらくすると、俺たちの行く手を切り立った崖がけが塞ふさいでいた。




「着いたぞ。あの洞どう窟くつが今回の目的地だ」

「おおー。ここが北の鉱山か」




　どうやら北の鉱山は、以前に訪れた北の森を更に奥に進んだ先にあるらしい。

　崖には、ところどころに穴が開いており、人間が出入りできるようになっていた。




「それにしても貴公、よくそんなボロボロの剣を買う気になったものだな……」




　隣を歩くリコが不思議そうに尋ねてくる。

　ああ。そうそう。

　そう言えば店で投げ売りされていた剣を購入していたんだった。





　アイアンソード　等級Ｄ



（鉄で作られた丈夫な剣）





　材質Ｆ



（非常に粗悪な素材によって作られている）




　一本五〇〇〇ギルで売られていた格安品であるが、何もないよりはマシだろう。

　少なくとも前にゴブリンの根城で拾った剣よりは、幾分まともな状態である。




「まあ、どんな武器でも使い方次第だ。この剣はきっと今回の討とう伐ばつに役に立つと思うぞ」

「……本当だろうか。ゴーレム相手に剣で戦うなんて聞いたことがないが」




　納得がいかなかったのかリコは、疑惑の眼まな差ざしを向けているようだった。




「ここから先は気を付けてくれ。足元が少し暗くなっているからな」




　なるほど。

　この鉱山はどうやら最近までは、頻ひん繁ぱんに人間の出入りがあったみたいだな。





　発光石　等級Ｅ



（暗闇を照らす効果のある石）




　それというのも自然に発生した洞窟にしては、程良く道が整備されており、壁の中には『発光石』が埋め込まれていたからである。

　今のところは、鉱山の中には俺たち以外の人間の気配がない。

　ゴーレムが発生してから、人が寄り付かなくなったというわけか。




「さっそくいたぞ！　ユーリ殿！　気を付けてくれ！」




　おっと。

　そうこうしている間に敵のところに到着していたようである。





　ゴーレム　等級Ｄ






　おおー。コイツがゴーレムか。

　思っていたよりも迫力があるんだな。

　体長二メートルほどの岩石の体を持ったゴーレムは、俺たちの行く手を阻はばむかのように仁に王おう立だちをしていた。




「まずは私が手本を見せる！　ユーリ殿は私の動きをよく見ていて欲しい！」





　アイアンハンマー　等級Ｄ



（鉄で作られた丈夫な槌つち）




　そう前置きをしたリコは、持参したハンマーを取り出した。




「ゆくぞ！」




　素早くゴーレムの背後に回り込んだリコは、背後からハンマーによる打撃攻撃を繰り出した。

　リコ曰いわく。

　ゴーレムという魔物はパワーと耐久力はあるが、極端にスピードの遅いモンスターである。

　その為、『背後に回る　→　ハンマーなどの打撃武器で攻撃』というパターンを繰り返して、討伐するのがセオリーとなっていた。




「とりゃ！」「たあっ！」「せいっ！」




　おおー。

　地味ではあるが、確実にダメージを与えられる作戦みたいだな。

　リコにハンマーをぶつけられるたび、ゴーレムの体が少しずつ小さく削けずられていくのが分かった。

　十発くらい攻撃を入れるとゴーレムの動きは、だいぶ鈍くなり、軽いスタン状態に陥おちいっているようだった。




「ふふん。どうだろう。私にかかれば、こんなものだな」




　ゴーレムにダメージを与えて、得意気に胸を張るリコ。

　だがしかし。

　単調なパターンに当てはめるだけで討伐できるなら、大量のゴーレムが溢あふれかえって街の人々が困るようなこともなかっただろう。




「ウギギギ。ウゴゴゴゴ」




　痺しびれた体を動かしながらゴーレムは、逆転の一手を打とうとしているようだった。




「おっと」




　俺はゴーレムの体から放たれる岩石弾を剣によって弾き返す。

　作戦成功。

　新しく入手したアイアンソードは、切れ味こそ鈍いものの、耐久性に優れていて、カウンターの一撃を狙うには最適だった。

　ガコンッ！

　自ら放った岩石弾を弾き返されることになったゴーレムは、大きく体をのけぞらせて、地面に倒れることになった。




「油断は禁物みたいだぞ。リコ」

「なっ。今、何をやったのだ……!?」

「ん？　何って……普通に攻撃を弾き返しただけだが……。何か問題があったか？」

「問題大アリだ！　一体どんな反射神経をしていれば、そんな真ま似ねができるというのだ!?」




　はて。どうして俺は怒られているのだろうか。

　とにかく今は目の前の戦いに集中しよう。

　今の攻撃ではゴーレムを仕留めることはできないだろうからな。




「ウゴゴゴゴゴッ！」




　思った通りだ。

　岩石弾を打ち返す程度では、ゴーレムを倒すことができなかったようである。

　地面に両腕をついたゴーレムは、ゆっくりと体を起こしていく。




「リコ。コイツの相手は、俺に任せてくれないか？」

「待ってくれ！　戦うならせめて、このハンマーで……」

「大丈夫。この剣で十分だ」




　どんな分野であれ、定石というものは大切だ。

　別にセオリー通りに戦うことを否定するわけではない。

　だが、敵を倒すための方法というのは常に無数に存在しているものなのだ。

　打撃系の攻撃を使っても良いのだが、ゴーレムの耐久性を考えると少し時間がかかりそうだな。

　そう考えた俺は付与魔法を使用して、アイアンソードの切れ味を向上させることにした。




「付与魔法発動。《斬撃強化》」




　武器の強化が済んだら準備完了である。

　俺はゴーレムを仕留めるため、大きく地面を蹴けって、正面からの接近戦を仕掛けることにした。




「ユ、ユーリ殿！　何をやって……!?」




　リコからしたら、俺の行動は奇抜に映ったのだろうな。

　背後からハンマーを使って戦うのがセオリーの相手に対して、真正面から剣を持って戦うのは常識では考えられないことなのだろう。

　ゴーレムの攻撃。

　ゴーレムは大きく腕を振り上げると、俺に向かってプレス攻撃を仕掛けてくる。

　思った通りだ。

　攻撃力と耐久力にステータスを特化しているゴーレムのスピードは、蠅はえが止まるようにゆったりとしたものである。

　つまりは一撃で仕留める場合、わざわざ敵の背後を取る必要もないのである。

　敵の攻撃を余裕でいなした俺は、真正面から袈け裟さ斬ぎりを仕掛けることにした。

　ザシュッ！　ズガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガッ！

　なるほど。

　たしかに少し硬かったが、この程度の敵であれば十分に両断することができるな。

　これも全すべて付与魔法で《斬撃強化》をしたおかげだろう。




「ウガアアアアアアアアアアァァァ！」




　断だん末まつ魔まの悲鳴を上げた、ゴーレムはそのまま体を二つに引き裂かれることになる。

　二つに分かれた岩石の体は、地面の上をコロコロと転がった。




「あっ。あっ。あっ……!?」




　んん？　これは一体どういうことだろう。

　事の一部始終を目まの当たりにしていたリコは、尻しり餅もちをつきながら、陸おかに上がった魚のように口をパクパクさせていた。




「な、なんなのだぁぁぁ！　それはあああぁぁぁ!?」




　セオリーから外れた戦いでゴーレムを倒したのが、そんなに意外だったのだろうか。

　薄っすらと光の差す洞どう窟くつの中にリコの叫びが木霊こだまするのだった。





　～～～～～～～～～～～～






　それから。

　要領を摑つかんだ俺は、そのまま順調にゴーレムを倒していった。




「ウガアアアアアアアア！」




　断末魔の悲鳴を上げたゴーレムは、バラバラになって弾け飛んだ。

　ええっと。

　これで倒したゴーレムの数は二十体くらいになったかな。





　無属性の魔石（小）　等級Ｄ



（無属性の力を秘めた小さな魔石）





　鉄鉱石　等級Ｅ



（様々な装備に使用される鉱石）




　粉々になったゴーレムの体からドロップしたアイテムを拾い集めていく。

　どうやらゴーレムは、二匹に一匹くらいの確率で鉄鉱石というアイテムをドロップするらしい。

　このアイテムは有用だな。

　拾い集めておけば、そのうち武器を作る時に役に立つかもしれない。

　無属性の魔石（小）に関しては、たくさん集まったので、幾つかはライムの餌えさにしてしまおうと考えている。

　余った魔石を与えておけば、ライムの更なる強化を図ることができるだろう。




「ふう。これで大体のゴーレムは片付けたかな」




　倒したゴーレムの数が三十匹を越えたあたりからだろうか。

　鉱山の中に魔物の気配をあまり感じられなくなってきた。

　おそらく、この辺りに発生していたゴーレムの討とう伐ばつは、だいたい完了したのだろう。




「……なあ。ユーリ殿は一体、何者なのだ？　ゴーレムを一撃で倒してしまうなんて。聞いたことがない！」




　隣を歩くリコが不意にそんな話題を切り出してきた。




「ん？　何者って……。見ての通り、俺は単なるＦランクの冒険者だぞ？」

「ふざけないで欲しい。私は真ま面じ目めな話をしているつもりなのだが」

「……別にふざけているつもりはないのだが」




　なんて説明をしたら良いのだろう。

　たしかに、たしかにだ。

　俺の前世は《剣聖》と《魔帝》という特殊な人生を送っていたらしいのだが、そのことは今の俺とは関係がない話だからな。

　やはり何者か？

　という問いには、こういう風に答える以外にないだろう。




「む。なんだ。この岩は……！」




　元の道を引き返していくと、狭い通路の前に大きな岩が置かれているのを発見する。




「ユーリ殿。こんな岩は来た時にあっただろうか？」

「いや。なかったと思うぞ」




　岩の周囲には何かを引きずったような痕跡が散見される。

　何者かが人為的に、俺たちの退路を塞ふさいでいたのは明らかであった。




「ククク。ヒュー。ヒュー。熱いね～。お二人さん、昼間から見せつけてくれるじゃないの～」




　ああ。そうか。思い出したぞ。

　この男たち、洞窟に入る前からずっとつけてきたやつらだ。

　随ずい分ぶんと回りくどいことをするんだな。

　おそらく岩を使って、出口を塞いできたのは、この男たちの仕し業わざだったのだろう。




「キヒヒヒ。お前、覚悟しておけよ！　オレ様の縄張りを荒らしたこと、絶対に後こう悔かいさせてやるからさ！」





　ザック・バルバイル




　種族　ヒューマ

　性別　男

　年齢　22






　その中でも特に殺気立った様子で睨にらんでいたのは、最近、何かと絡んでくる金髪の男であった。




「ユーリ殿。これは一体……？」




　リコが不安そうな表情で尋ねてくる。

　ふむ。どうやら男たちは俺に何か用があるようだ。

　無関係なリコを巻き込んでしまうのも気の毒だし、ここは奥の手を使うことにするか。




「ライム。彼女を安全なところに」

「キュー！」




　俺の合図と共にポケットから飛び出したライムは、風船のように膨ふくらんでいく。




「ちょっ！　ユーリ殿！　これは一体!?」




　説明したい気持ちは山々なのだが、そんな時間は生あい憎にくと残されていないようである。




「キュー！」




　リコの体を優しく包み込んだライムは、ピョンピョンと飛び跳ねながらも男たちの包ほう囲い網もうを突破――。

　安全な場所まで移動させることに成功する。




「なんなのだ！　これはあああああぁぁぁぁぁ!?」




　ライムと一緒に宙を舞うリコは、目をグルグルと回しながら悲鳴を上げるのだった。










９話　鎖を繫ぐもの







　さて。リコを逃がしたまでは良かったのだが、困ったことになってしまった。

　理由はよく分からないが、俺は他の冒険者たちの襲撃にあっているようだった。




「かかれ！　お前たち！」




　ザックの命令により、それぞれに武器を携たずさえた男たちが襲い掛かってくる。

　ふうむ。仕方がないな。

　逃げ回るのも面倒だし、ここは堂々と迎え撃つことにしよう。




「ぎゃあっ！」「ふがあっ！」「うおあっ！」




　ん？　もしかしてこの人たち、睡眠不足か何かで頭が上手うまく働いていないんじゃないか？

　いくら何でも動きが単調過ぎる。

　頭が回っていないのがバレバレだ。

　ひとまず俺は、正面から向かってくる敵たちの意識を奪うため、手心を加えた一撃を与えてやることにした。




「風列刃ウインドエツジ！」




　おっと。

　そうこうしているうちに魔法が飛んできたみたいである。

　俺は体を捻ひねって、迫りくる風魔法を間かん一いつ髪ぱつのタイミングで回避する。




「クケケケ！　お前の相手はこのオレだぁぁぁ！」




　どうやら遠くから魔法を飛ばしてきたのは、金髪の男、ザックだったらしい。

　魔法のレベルはそれなりに高い。

　流石さすがに経験を積んだ冒険者、といったところだろうか。

　少なくとも以前に見た受験生たちの魔法と比べると、各段に上がっているような気がする。




「「「ウガガガァァァ！」」」




　更にそこで驚くべきことが起きた。

　確実に意識を奪ったはずの男たちが、殺気を剝むき出しにして俺の方に向かってきたのである。

　これは一体どういうことだろう？

　殺さない程度に手加減はしておいたのだが、直ぐに起き上がることのできる威力ではなかったと思うんだけどな。

　もしかして男たちの知能レベルが低下していることと何か関係があるのだろうか？

　疑問に思った俺は、そこでアナライズのスキルを発動してみる。




　状態異常　狂暴化

（耐久力向上。痛覚鈍化。知能低下）




　なるほど。

　狂暴化、そういう状態異常もあるんだな。

　ザックに限った話ではない。

　今回の襲撃に関わったメンバーは全員、狂暴化の状態異常にかかっているようだ。

　気になるな。

　もしかしたら今回の問題には、誰か裏で糸を引いている黒幕的な存在がいるのかもしれない。




「まだまだいくぜぇぇぇ！　風列刃！」

「「「ウガガガァァァ！」」」




　前方からは無駄に耐久性の高い敵、後方からは魔法を使ってチクチク攻撃を仕掛けてくる敵。

　端的に言って、非常に面倒な戦いになりそうである。

　うーん。

　こういう時、魔法を使って一いち網もう打だ尽じんにできたら話が早いのだが、洞どう窟くつの中で火魔法を使うのは、流石に色々とリスクが高そうだ。

　何か良いアイデアはないものだろうか。




【スキル：風魔法（初級）を獲得しました】

【スキル：風魔法（中級）を獲得しました】

【スキル：風魔法（上級）を獲得しました】




　おおー。何気なくステータス画面を確認すると風魔法のスキルが一気に追加されていた。

　一体何故？

　どのタイミングでスキルの獲得条件を満たしたのだろうか。




「どうした！　オレ様の魔法に怖おじ気けづいたか！」




　この疑問に答えてくれたのは、今まさに目前に迫っている風魔法であった。

　そうか。

　おそらく俺は、敵の使用した風魔法を目にして『学習』したのだろうな。

　こういうパターンもあるのか。

　スキルを獲得するための条件というのは一つではなくて、無数にあるということなのだろうな。

　何はともあれ朗報だ。

　風魔法のスキルを獲得すれば、戦術の幅を一気に広げることができそうだ。




「コイツで最後だぁぁぁ！　風列刃！」




　なかなか決着がつかないことに業ごうを煮やしたのだろう。

　ザックは今までよりも更に威力を上げた風魔法を使用してくる。




「暴風撃テンペスト！」




　そこで俺が使用したのは、風属性（上級）に位置する暴風の魔法である。

　さて。

　威力だけで考えるのであれば、風属性（超級）クラスにも劣らない暴風撃の魔法であるが、一つだけ致命的な欠点があった。

　それはこの魔法が、周囲のもの全すべてを無差別に巻き込んでしまうという点である。




「なっ。なんだ！　これは！」




　周囲に吹き荒れる凄すさまじい強風を目にしたザックは、あんぐりと口を開けたまま硬直しているようだった。

　今回の戦いではライムに感謝だな。

　ライムがリコを安全な位置に連れていってくれたおかげで、こうして無差別な魔法を使うことができたのだ。




「ぐわっ。ぐわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」




　暴風撃の魔法に巻き込まれたザックたちパーティーは、グルグルと体を回転させながらも岩壁に激突。

　そのままピクリとも動かなくなってしまう。

　うーん。

　威力の調整を間違えたかな？

　でもまあ、狂暴化の効果で耐久力が上がっているみたいだし、無事でいることを祈るとしよう。

　これにて一件落着、と言いたいところではあるが、生あい憎にくとまだ一人、戦わなければならない相手が残っているようである。




「ふふふ。私の存在にまで気付くとは……。流石にこれは予想以上でしたね」





　ネロ・ナイトメア




　性別　男

　種族　ヒューマ

　年齢　28






　意味深な台詞せりふと共に岩陰から現れたのは、全身黒ずくめの仮面を付けた男であった。

　この男、たぶん普通に強い感じのやつだな。

　何故か？

　それというのも俺が暴風撃の魔法を使用した瞬間、この男は自らの周りに風の膜まくを張り、安全地帯を確保していたようであるからだ。

　魔法に対して、魔法をぶつけて相そう殺さいする。

　普通に考えて、そんなことができるのは、かなり戦闘に慣れたやつだけだろう。




「雑魚ざこたちでは相手にならないのも納得です。貴方あなた、素晴らしいですねえ」




　仮面の男はパチパチと手を叩きながら、俺の方に近づいてくる。

　どうする？

　今のうちに攻撃しておくか？

　理由は分からないが、この男にならば不意打ちを仕掛けて、ボコボコにしても良心が痛まないような気がするぞ。




「ユーリくん。貴方に二つの選択肢しを与えましょう。我々の仲間になるか、それとも、ここで殺される道を選ぶか」

「…………」




　仲間？　この男は何を言っているんだろう？

　初対面の駆け出し冒険者を仲間に引き入れたところで、男の側には何のメリットもないような気がするのだが。




「ふふふ。案ずることはありませんよ。大丈夫。貴方にはその資格がある。私がこの目でそれを確認しましたからね」




　それにしても不思議な気分である。

　この男の話を聞いていると妙に鼻につくというか、何故だか胸の辺りがムカムカしてくるんだよな。

　コイツには関わるべきではないと、前世の記憶が警鐘を鳴らしている。

　こんな感覚は初めてのことだった。

　その時、俺の脳のう裏りに不意に前世の記憶の一部が蘇よみがえる。




「ああ。なんだ。お前、下部組織の人間だったのか」




　ちょっとだけ、思い出した。

　コイツの装備している黒色の衣装には何処どこか見覚えがある。

　前回の《剣聖》だった時の人生では、コイツらの仲間になったせいで、色々と酷ひどい目に遭あわされてきたんだよな。

　道理で、俺がコイツのことを無条件に『嫌い』と感じてしまうはずである。




「下部組織……？　はて。何のことだが分からないですね」

「ああ。実を言うと、俺もよく思い出せないんだ。ただ、お前の顔を見た瞬間、そういう単語が思い浮かんだだけで」

「――――ッ！」




　何故だろう。

　知っていることを率そつ直ちよくに伝えると、男の感情が露骨に揺らいでいるのが分かった。




「ふふっ。くだらないハッタリですね。我々組織の情報を知る人間は、外部にはいないはずですよ」




　うーん。果たして、そういう情報を俺に漏もらすのは問題ないのだろうか。

　この男、すさまじく墓穴を掘っているような気がするぞ。




「ならば証拠を見せてください！　我々組織の一員であるならば、手の甲に数字が表示されるはずですよ！　ほら！　こんな風に！」




　大きく腕を上げた男の手の甲には『９２８』という数字が表示されていた。




「おおー」




　手の甲を見て、またまた少し思い出した。

　前世の記憶が言っている。

　こいつのバックについている組織の名前は《ナンバーズ》というらしい。

　組織の組員には各おの々おの、数字が割り振られて、数が低いほど高い戦闘能力を持った証あかしとされているのだ。

　はて。

　そう言えば俺の番号っていくつだったんだっけな？

　俺が自分の掌てのひらに魔力を込めた次の瞬間。

　薄くて淡い白色の光が手の甲に浮かび上がっていく。




「ナ、ナンバーゼロだと……！　バカな……！　その番号はたしか五〇〇年前に永久欠番になったはず……！」




　なんだ。ナンバーゼロって。

　１が一番強いのは分かるが、０っていうのは、どうなんだろうな。




「ふ、ふざけるな！　貴様！　どこまで我々をコケにする気だ！」




　なんだか知らないが、また怒られているのか。俺。

　それにしても、この数字の刻印、一体どうなっているんだろう。
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　転生しても消えない仕様になっているとか、普通じゃないぞ。




「ならば貴様の力、見せてみろ！　その刻印が偽物だということ、他でもない私が証明してやる！」




　そう言って男が取り出したのは、異様な形状をした短剣であった。

　あの剣、何か細さい工くがあるな。

　疑問に思った俺はそこでアナライズのスキルを発動してみる。





　毒蛇の短剣　等級Ｂ



（斬きり付けた相手の傷口から麻ま痺ひ効果を付与する短剣）




　なるほど。

　レアリティの高そうな武器だとは思っていたが、斬り付けた相手を麻痺状態にする効果があるのか。

　あの短剣には、迂う闊かつに近づかない方が良さそうである。




「死ねええええええええええええええ！」




　男の攻撃。

　大きく地面を蹴けった男は、何度かフェイントを交えながらも俺に向かって突進してくる。

　おおー。速いな。

　少なくとも俺が今まで戦ってきた相手の中では断トツのような気がする。

　だが、決して避けられないスピードではない。

　俺は僅わずかに上体を捻ると、迫りくる刃を回避してみる。




「なにっ!?」




　必殺の一撃を寸前のところで回避された男は驚いているようであった。

　さて。問題はどうやって敵を倒すかだな。

　今の動きを見て分かった。

　正面から魔法を使っても、避けられてしまう可能性が高そうだ。

　仕方がない。

　ここは小こ細ざい工くをして、敵の動きを封じにかかるとするか。




「火炎玉フアイアーボール」




　最初に俺が使ったのは火魔法（初級）の火炎玉である。

　初級の魔法は出だしが早く、魔力の消費も抑えられるので、牽けん制せいにはうってつけであった。

　今回、密閉した空間ということも加味して、威力は抑えてある。




「甘い……！」




　だが、この攻撃は当然のように避けられてしまう。

　ここまでは大体、予想通りの展開だ。




「風列刃ウインドエツジ」




　続く第二陣。俺が使用したのは風魔法の風列迅だった。

　火炎玉で発生した煙幕を利用したので、次の攻撃は少し避けられにくくなっているはずである。




「なにっ……!?」




　今回の攻撃は上手うまくいったようだ。

　半分は避けられてしまったが、敵の左足首に命中する。




「氷拘束アイスバインド！」

「しまっ……」




　捕まえた。

　水属性（中級）に位置する氷拘束は、文字通り、氷の楔くさびで敵を拘こう束そくする魔法である。

　発生が遅いので、敵の動きを予想する必要があるのだが、今回は前の二つの魔法で上手く誘導できたので成功したようである。




「バカな……！　三属性の同時使用だと……!?」




　男が何か驚いている。

　んん？　もしかして三属性を同時に使うのって、この世界では珍しいことだったりするのだろうか。




「クソッ！　くるならこい！　返り討うちにしてやる！」




　男がジャケットの中に手を入れている。

　あの様子、何か作戦があるようだな。

　気になった俺は、そこでアナライズのスキルを発動することにした。





　起爆札　等級Ｄ



（魔力を込めることによって大きな爆発を起こす札）




　なるほど。

　止とどめを刺すために近づいてきたところで、自爆をする腹積もりか。

　それとも起爆札を使用しても、自分だけは助かる方法を確保しているのだろうか。

　まあ、どのみち種が分かった以上は、色々と対策を立てることができそうだな。




「氷旋風アイスストーム！」




　だから俺は更なる氷魔法を使って、遠距離から敵の動きを封じにかかることにした。

　こうやって全身を氷漬けにしてしまえば、自爆することもできないだろう。




「なっ。ななな!?」




　切り札のつもりで取っていた『最後の手段』を封じられたからだろうか。

　仮面越しからでも男の表情が途端に青ざめていくのが分かった。




「待て！　早まるな！　止めろ！　止めてくれえええええぇぇぇ！」




　氷によって身動きを封じられながらも、男が何か叫んでいる。

　だが、何を言ったところで俺には既に関係のない話だ。




「付与魔法発動。《耐久性向上》《破壊力強化》《衝撃拡散》」




　俺は手にした剣に連続して三つの付与魔法を使用する。

　ちなみに付与魔法を重ねて使用する場合、三つという数が最適とされている。

　これ以上の数を増やしても、一つ一つの効果が薄くなったり、前にかけた効果が消えたりという、誤作動を起こすことがあるのだ。




「とりゃ！」




　そういうわけで付与魔法の数は三つに限る。

　氷漬けになったターゲットに悠ゆう々ゆうと接近した俺は、今の自分に出せる全力の攻撃を仕掛けてみることにした。




　ズガガガッ！

　ズガガガガガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアン！




　刹せつ那な、大地が震える。

　発生した衝撃波は氷を粉々に砕くだいて、男の体をズタズタに切り刻んでいく。




「ぐわっ！　ぐわああああああああああああああああああああああ！」




　無残にも衝撃波に呑のまれた男は、遥はるか彼方かなたに飛んでいくことになった。




【スキル：剣術（超級）を獲得しました】




　久しぶりに全力で剣を振るったからだろうか。

　ステータス画面に目をやると、剣術（超級）のスキルを獲得しているようだった。
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　ふむ。

　なんだかよく分からないが、勝ってしまったみたいだぞ。

　一つハッキリしたことは、９２８の男よりは０の方が強いみたいである。

　こうして無事に敵を打ち倒した俺は、ライムたちと合流した後、元いた街に戻ることにするのだった。




　アイザワ・ユーリ

　固有能力　魔帝の記憶　剣聖の記憶

　スキル　剣術（超級）　火魔法（上級）　水魔法（上級）　風魔法（上級）　無属性魔法（中級）　付与魔法（上級）　テイミング（上級）　アナライズ










エピローグ　Ｆランク冒険者の生活







　カンカンカンッ！　カンカンカンッ！

　熱した金属を叩く音が店の中に響いている。





　ウーゴ・マントル




　性別　男

　種族　ドワーフ

　年齢　53






　今現在、俺の目の前で剣を作ってくれているのは、以前に会ったドワーフの男である。

　リデイアルの街で武器屋『白ヒゲ商店』を営いとなんでいるウーゴは、俺にゴーレム討とう伐ばつを頼んだ張ちよう本ほん人にんでもあった。




「どうだ！　兄ちゃん！　オレの渾こん身しんの一作の出来栄えは！」

「おおー」





　バスターソード　等級Ｂ



（高純度の鉄鉱石で作られた頑丈で大きな剣）





　状態Ａ



（未使用に近い。新品の状態）





　材質Ａ



（非常に良質な素材によって作られている）





　品質Ａ



（非常に高い技術によって作られている）




　やはり俺の見込んだ通り、店主の腕は確かなようだ。

　アナライズによる解析結果は脅きよう威いのトリプルＡである。

　この剣ならば、よほど本気で振るわない限り、壊れる心配はなさそうだな。




「ありがとう。恩に着る。で、俺はいくら払えばいいんだ？」

「クカカカ！　ここで金を取るようじゃ職人の名折れよ！　お代はいらねえ！　もっていきな！」

「うおっと」




　半ば押し付けられるようにして、新しい武器を投げ渡される。

　抜き身の状態で剣を投げてくるなんて、なかなか無茶なことをしてくるオッサンだな。




「ありがとう。色々と助かったよ」




　果たして本当に良かったのだろうか。

　この剣、俺が持ち込んだアイテムだけではなく、店にあった色々な素材を使って作られているようである。

　ゴーレムを討伐しただけで、ここまでサービスをしてくれるなんて、なんだか得をした気分だな。

　外に出る。

　長い間、熱気の籠こもった店の中にいたせいか、外の風が一層清々しく感じることができた。




「ユーリさーん」「ユーリ殿ー！」




　珍しいこともあるんだな。

　俺が店を出て、冒険者ギルドに向かっていた時のこと。

　右の通りからフィル、左の通りからリコが駆けつけてくる。




「ユーリさん！　聞いて下さい！　ユーリさんのおかげで私、一人でウルフを倒せるようになったんですよー！」

「ユーリ殿！　ユーリ殿のおかげで、近くの防具屋に良質な装備が入荷したのだ！　よかったら、これから一緒に見て回らないか！」

「「誰……!?」」




　ああ。

　そう言えば二人は初対面だったのだな。




「ショックです……。ユーリさん。もしかして、こういう胸がボインの人がタイプだったのでしょうか……」

「な、何を言うか！　私とユーリ殿は断じてそのような関係ではないぞ！」




　二人が何か喋しやべっている。

　ここからでは良く聞き取ることができないが、何やら楽しげな様子である。

　ふむ。

　一時は不安なこともあったが、Ｆランク冒険者としての生活は思っていた以上に悪くない。

　だから俺はこの平和で自由な日常を何より大切にしていこうと、そう心に決めるのだった。
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　　　あ と が き







　柑かん橘きつゆすらです。

　新作『史上最強の魔法剣士、Ｆランク冒険者に転生する』は、いかがでしたでしょうか。

　私の過去作品を知っている人は、読んでいて少し驚かれたかもしれません。

　この作品は私の今までの作風からガラリと作り方を変えております。

　具体的に言いますと、よりストレスフリーにサクサク読める方向性に特化した作りになっております。

　とにかく強い主人公が勝ちまくる感じの作品を目指しました。

　色々なネット小説に触れた結果、エンタメ小説の形というのは、もっとシンプルなもので良いのでは？　という疑問は以前から抱いておりまして、今回の小説は可能な限りシンプルな構成を心掛けております。

　あと頑張ってみたことは、『お色気シーンに頼らない』ということです（笑）。

　もし２巻以降でエロシーンが入っていたら『あ。コイツ、諦めやがったな』と思って、嘲あざ笑わらってやってください（笑）。




（コミックの宣伝）




　大変、有り難いことにこの作品は、小説と同時にコミカライズの企画を動かして頂けることになりました。

　作画を務めてくれるのは、新人マンガ家さんの亀かめ山やま大たい河がさんです。

　担当編集さんに『どんなマンガ家さんが良いか？』という風に聞かれたので、『とにかく絵が上手うまい人が良いです！』と小学生並みのリクエストをしたところ、紹介して頂けることになりました。

　新人離れした絵が凄すごく上手いマンガ家さんですので、小説版が肌に合わなかったという方でも一見の価値はあると思います！　大変オススメできる内容になっていますよ！

　こちら『水曜日はまったりダッシュエックスコミック』にて連載中となっています。

　気になる方は是ぜ非ひ是ぜ非ひ、チェックをしてみてください。




（他作品の宣伝）




　ダッシュエックス文庫では『劣等眼の転生魔術師』という別シリーズを連載しております。

　こちら小説４巻までの売上でシリーズ累計25万部突破という快挙を成し遂とげることができまして、私の代表作と呼べる存在になりました。

　巻末には広告も付けて頂きましたので、気になる方はこちらもチェックしてみてください。




　それでは。

　次巻で再び皆様と出会えることを祈りつつ――。


柑橘ゆすら









著者紹介




柑橘ゆすら　かんきつゆすら


ＷＥＢで活動中のライトノベル作家。

代表作は『劣等眼の転生魔術師』など。

最近は主人公が最強系の作品を多く書いています！

TwitterID@KankitsuYusura






illustration

青乃 下　あおの しも


初めまして。

イラストレーターの青乃下と申します。

今回柑橘ゆすら先生の作品のイラストを担当でき、大変光栄です。

ユーリ達のかっこよさや可愛さをうまく表現できるよう頑張ります。

個人的にはリコさんがとても好みのタイプです。
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